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自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
議
連
総
会
に

は
︑
臨
時
国
会
会
期
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
︑１
８
６
人
（
含
む
代
理
）

の
自
民
党
国
会
議
員
が
出
席
し
た
︒

　

冒
頭
︑
加
藤
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク

議
連
会
長
代
行
が
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
皆
様
方
が
︑
日
本
の
物

流
の
担
い
手
と
な
る
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
方
々
を
し
っ
か
り
と

確
保
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で

働
く
方
々
が
誇
り
を
も
っ
て
働
け

る
よ
う
に
な
る
よ
う
︑
本
日
お
集

ま
り
の
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
議
連
の

先
生
方
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
︒

ま
た
︑
坂
本
全
ト
協
会
長
は
﹁
先

の
通
常
国
会
で
の
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
成
立
に

続
き
︑﹃
物
流
革
新
に

向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
﹄︑﹃
物
流
革
新
緊
急

パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹄
の
取
り

ま
と
め
や
﹃
ト
ラ
ッ
ク

Ｇ
メ
ン
﹄の
創
設
な
ど
︑

業
界
へ
の
ご
対
応
に
対

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
た
い
﹂
と
感
謝
を
述

べ
た
上
で
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
か
ら
の
要
望

に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

た
︒

　

要
望
事
項
で
は
︑
燃

料
価
格
高
騰
へ
の
対
応

と
し
て
﹁
燃
料
油
価
格

激
変
緩
和
対
策
事
業
の

継
続
﹂
と
﹁
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
継
続
﹂

を
盛
り
込
ん
だ
ほ
か
︑

﹁
物
流
革
新
に
向
け
た

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂︑﹁
物

流
革
新
緊
急
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
に
基

づ
く
対
応
で
は
﹁
標
準
的
な
運
賃

・
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
等
の
確
実

な
収
受
に
向
け
た
対
応
﹂︑﹁
荷
主

対
策
の
深
度
化
の
更
な
る
推
進
﹂︑

﹁
労
働
生
産
性
の
向
上
に
向
け
た

対
応
﹂︑﹁
人
材
確
保
等
に
向
け
た

対
応
﹂
を
盛
り
込
ん
で
い
る
︒

　

国
土
交
通
省
物
流
・
自
動
車

局
︑
同
道
路
局
︑
経
済
産
業
省
︑

同
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
か
ら
の
説

明
に
続
い
て
行
わ
れ
た
出
席
議
員

と
の
意
見
交
換
で
は
︑﹁
国
交
省

を
は
じ
め
関
係
省
庁
が
連
携
し
︑

荷
主
に
対
し
更
な
る
働
き
か
け
を

し
っ
か
り
行
っ
て
い
た
だ
き
︑
併
せ

て
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
と
し
て
も
︑

荷
主
に
対
し
て
理
解
し
て
も
ら
う

よ
う
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
﹂︑

﹁
労
働
生
産
性
の
向
上
に
資
す
る

物
流
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
を
強
力
に

推
進
す
べ
く
︑
Ｄ
Ｘ
を
中
心
と
す

る
予
算
の
確
保
に
取
り
組
む
べ
き
﹂︑

﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
改
善

に
向
け
て
は
荷
主
の
協
力
が
欠
か

せ
な
い
︒
荷
主
業
界
団
体
へ
の
働

き
か
け
を
進
め
︑
行
動
変
容
を
促

し
て
い
た
だ
き
た
い
﹂︑﹁
高
速
道

路
休
憩
施
設
の
駐
車
マ
ス
拡
充
に

関
し
て
︑
国
道
や
県
道
な
ど
に
も

応
用
で
き
る
よ
う
︑
整
備
に
向
け

た
自
治
体
等
と
の
連
携
を
図
る
べ

き
﹂︑﹁
輸
送
の
こ
と
に
つ
い
て
は
︑

輸
送
の
現
場
で
働
い
て
お
ら
れ
る

業
界
の
皆
様
方
が
よ
く
ご
存
知
で

あ
る
︒
現
場
で
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
求
め
て
い
る
の
か
︑
ぜ
ひ
と
も

我
々
に
積
極
的
に
要
望
を
上
げ
て

い
た
だ
き
た
い
﹂
な
ど
の
意
見
が

挙
が
っ
た
︒

　

最
後
に
︑
赤
澤
亮
正
自
民
党
ト

ラ
ッ
ク
議
連
幹
事
長
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
︑﹁
全
産
業
と
比
べ
て
長

時
間
労
働
が
２
割
長
く
︑
賃
金
が

１
割
少
な
い
と
い
う
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
現
状
を
改
善
し
︑
人
手

不
足
も
解
消
し
な
が
ら
業
界
の
持

続
化
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
︒
こ
れ
か
ら
も
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
ろ
う
﹂と
力
を
込
め
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂
本
克
己
会
長
は
、
11
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
自
由
民
主

党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
︵
細
田
博
之
会
長
、
加
藤
勝
信
会
長
代
行
︶
総
会
お

よ
び
、
11
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
︵
北
側
一
雄
会
長
︶

に
出
席
。
燃
料
価
格
高
騰
へ
の
対
応
や
﹁
物
流
革
新
に
向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂、﹁
物

流
革
新
緊
急
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
に
基
づ
く
対
応
、
高
速
道
路
料
金
等
の
引
下
げ
、
物
流
基

盤
の
整
備
、
税
制
改
正
関
連
要
望
事
項
︱
︱
な
ど
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
要
望

事
項
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

な
お
、11
月
10
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た﹁
令
和
５
年
度
補
正
予
算︵
案
︶﹂に
お
い
て﹁
重

点
支
援
地
方
交
付
金
﹂︵
旧
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
︶
に
、﹁
物
流
﹂
が
明
記
さ
れ
た
。

186人（含む代理）の自民党国会議員を前に
業界への対応を強く訴える坂本全ト協会長

北側公明党トラック議員懇話会会長に
要望書を手渡す全ト協正副会長

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂

本
克
己
会
長
は
︑
11
月
８
日
に

開
催
さ
れ
た
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク

議
員
懇
話
会（
北
側
一
雄
会
長
）

に
出
席
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
か
ら
の
要
望
事
項
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
︒

　

会
に
は
27
人
の
国
会
議
員
が

出
席
し
︑
冒
頭
︑
北
側
公
明
党

ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
会
長
が

﹁
11
月
２
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
新
経
済
対
策
に
も
物
流
対
策

を
盛
り
込
み
︑
政
策
実
行
の
裏

付
け
と
な
る
補
正
予
算
の
早
期

成
立
に
向
け
て
強
力
に
取
り
組

ん
で
い
る
︒
本
日
は
し
っ
か
り

と
業
界
の
皆
様
方

か
ら
の
ご
要
望
を

お
伺
い
し
︑
し
っ

か
り
と
施
策
に
反

映
さ
せ
て
ま
い
り

た
い
﹂
と
あ
い
さ

つ
︒
坂
本
全
ト
協

会
長
は
﹁
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

の
時
間
外
労
働
の
上
限
適
用
と

改
正
改
善
基
準
告
示
の
施
行
ま

で
あ
と
４
か
月
︑
持
続
可
能
な

物
流
の
実
現
に
向
け
て
精
一
杯

取
り
組
ん
で
い
く
︒
国
家
国
民

の
た
め
に
︑
そ
し
て
地
域
の
た

め
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
﹂

と
あ
い
さ
つ
し
た
上
で
︑
業
界

か
ら
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
説

明
し
た
︒

　

出
席
議
員
と
の
意
見
交
換

で
は
︑﹁
物
流
革
新
緊
急
パ
ッ

ケ
ー
ジ
﹂
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

た
︑
高
速
道
路
の
ト
ラ
ッ
ク
速

度
規
制
の
引
上
げ
に
つ
い
て
言

及
が
あ
っ
た
ほ
か
︑
元
請
事
業

者
等
が
実
運
送

事
業
者
を
把
握

で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
台
帳
作

成
等
を
通
じ
︑

多
重
下
請
構
造

の
是
正
を
求
め
る

意
見
な
ど
が
挙
が

っ
た
︒

　

最
後
に
︑
高

木
陽
介
公
明
党

政
調
会
長
（
ト
ラ

ッ
ク
議
員
懇
話
会

副
会
長
）
が
あ
い

さ
つ
に
立
ち
︑﹁
大

切
な
の
は
︑
中
小

企
業
が
賃
上
げ
で

き
る
よ
う
に
し
て

い
く
こ
と
︒
公
明

党
で
も
円
滑
な
価

格
転
嫁
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
み

を
続
け
︑
賃
金
増

へ
の
流
れ
を
作
っ

て
ま
い
り
た
い
﹂

と
述
べ
た
︒

坂本　克己
全ト協会長

加藤　勝信
自民党トラック議連会長代行

　

令
和
５
年
﹁
秋
の
叙
勲
﹂

受
章
者
が
11
月
３
日
に
︑
ま

た
﹁
秋
の
褒
章
﹂
受
章
者
が

11
月
２
日
に
そ
れ
ぞ
れ
発
表

さ
れ
た
︒

　

受
章
者
は
次
の
各
氏
（
敬

称
略
︑
年
齢
は
11
月
３
日
現

在
）︒

︻
叙
勲
︼

◎
旭
日
小
綬
章

▽	

工
藤
修
二
（
く
ど
う
・
し

ゅ
う
じ
）
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
副
会
長
︑
北
海

道
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
︑

㈱
ト
ッ
キ
ュ
ウ
会
長
・
77

歳
▽	

吉
野
雅
山
（
よ
し
の
・
ま

さ
た
か
）
元
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
副
会
長
︑
吉
正

運
輸
倉
庫
㈱
会
長
・
75

歳
▽	

住
永
豊
武
（
す
み
な
が
・

と
よ
た
け
）
元
熊
本
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
会
長
︑
元
熊

本
交
通
運
輸
㈱
会
長
・

79
歳

▽	

水
野
功
（
み
ず
の
・
い
さ

お
）
千
代
田
運
輸
㈱
代

表
取
締
役
・
70
歳

︻
褒
章
︼

◎
黄
綬
褒
章

▽	

山
本
晴
夫
（
や
ま
も
と
・

は
る
お
）
北
海
道
ト
ラ
ッ

ク
協
会
理
事
︑
山
光
運

輸
㈱
会
長
・
77
歳

▽	

若
杉
福
雄
（
わ
か
す
ぎ
・

ふ
く
お
）
愛
知
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
副
会
長
︑
丸
五

運
送
㈱
会
長
・
67
歳

令和5年秋の叙勲・褒章

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲
・
褒
章
に
栄
え
の
６
氏

秋
の
叙
勲
・
褒
章
に
栄
え
の
６
氏

北側　一雄
公明党トラック議員懇話会会長

「政府総合経済対策」をしっかりと取り組む!!
自民党トラック議員連盟総会・公明党トラック議員懇話会で坂本会長が要望

我々のアピールが結実！
重点支援地方交付金（旧地方創生臨時交付金）に「物流

3 3

」を明記

黄綬褒章
若杉　福雄氏

黄綬褒章
山本　晴夫氏

旭日小綬章
水野　功氏

旭日小綬章
住永　豊武氏

旭日小綬章
吉野　雅山氏

旭日小綬章
工藤　修二氏

発行所公益社団法人

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館

☎（03）3354-1029（総務部広報室）
https://jta.or.jp

11月15日号
（定価・税込348円／会員の購読料は会費に含みます）

※紙面に関する問い合わせは広報室まで

毎月1日・15日発行
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

利
用
者
目
線
で
の
　
　
　
　

　
　
　
　
道
路
整
備
実
現
を

﹁
安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り

を
求
め
る
全
国
大
会
﹂
に

坂
本
会
長
が
出
席

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議

（
古
賀
誠
会
長
）︑
道
路
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
全
国
協

議
会
（
髙
垣
庵
德
会
長
）︑

全
国
高
速
道
路
建
設
協
議
会

（
河
野
俊
嗣
会
長
）︑
全
国

街
路
事
業
促
進
協
議
会
（
松

井
一
實
会
長
）
の
道
路
関
係

４
団
体
の
共
催
に
よ
る
﹁
安

全
・
安
心
の
道
づ
く
り
を
求

め
る
全
国
大
会
﹂
が
11
月
８
日
に
開
催
さ
れ
︑
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
は
坂
本
克

己
会
長
を
は
じ
め
︑
全
国
の

ト
ラ
ッ
ク
協
会
関
係
者
ら
が

多
数
出
席
し
た
︒

　

冒
頭
︑
主
催
者
を
代
表
し

て
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
古
賀

全
国
道
路
利
用
者
会
議
会
長

は
︑﹁
道
路
は
希
望
で
あ
り
︑

希
望
の
あ
る
道
路
整
備
に
は

希
望
の
あ
る
政
治
が
必
要
︒

我
々
の
活
動
の
根
幹
に
あ
る

の
は
政
治
的
結
集
で
あ
る
︒

令
和
５
年
度
補
正
予
算
や
６

年
度
予
算
で
道
路
整
備
に
必

要
な
予
算
の
確
保
を
図
り
︑

ど
れ
だ
け
皆
様
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
か
が
大
事
︒
難
し

い
時
代
で
は
あ
る
が
︑
道
路

関
係
予
算
を
確
保
し
︑
乗
り

切
っ
て
い
こ
う
で
は
な
い
か
﹂

と
あ
い
さ
つ
︒
国
土
交
通
省

か
ら
は
︑
斉
藤
鉄
夫
大
臣
︑

浅
井
副
会
長
が
燃
料
価
格
高
騰

へ
の
支
援
を
強
く
呼
び
か
け

自
民
党
運
輸
・
交
通
関
係
団

体
委
員
会
﹁
予
算
・
税
制
等

に
関
す
る
政
策
懇
談
会
﹂

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

10
月
30
日
︑
自
由
民
主
党
運

輸
・
交
通
関
係
団
体
委
員
会

（
江
島
潔
委
員
長
）
の
﹁
予

算
・
税
制
等
に
関
す
る
政
策

懇
談
会
﹂（
航
空
・
自
動
車

・
鉄
道
・
運
送
関
係
）
に
出

席
し
︑
燃
料
価
格
高
騰
へ
の

支
援
︑﹁
物
流
革
新
に
向
け

た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂︑﹁
物

流
革
新
緊
急
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂

に
基
づ
く
支
援
︑
高
速
道
路

料
金
等
の
引
下
げ
︑
物
流
基

盤
の
整
備
︑
税
制
改
正
関
連

要
望
事
項
︱
︱
な
ど
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
最
重

國
場
幸
之
助
副
大
臣
︑
堂
故

茂
副
大
臣
︑
石
橋
林
太
郎
大

臣
政
務
官
︑
こ
や
り
隆
史
大

臣
政
務
官
︑
加
藤
竜
祥
大
臣

政
務
官
の
ほ
か
︑
道
路
局
幹

部
全
員
が
出
席
︒
斉
藤
国
交

大
臣
は
﹁
予
算
確
保
の
た
め

に
は
皆
様
の
強
い
お
力
添
え

が
不
可
欠
︒
国
交
省
と
し
て

は
皆
様
方
の
幅
広
い
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
︑
国
民
の
安

全
・
安
心
の
確
保
︑
災
害
に

屈
し
な
い
強
靭
な
国
土
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
﹂
と

あ
い
さ
つ
し
た
︒

　

会
の
最
後
に
は
決
議
採
択

が
行
わ
れ
︑
９
項
目
か
ら
な

る
決
議
︵
別
掲
︶
を
採
択
︒

国
・
地
方
を
合
わ
せ
た
６
年

度
道
路
関
係
予
算
の
確
保
を

図
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
た
︒

点
要
望
事
項
を
説
明
し
た
︒

　

当
日
全
ト
協
か
ら
は
︑
浅

井
隆
副
会
長（
税
制
委
員
長
）

が
出
席
︒
浅
井
副
会
長
は
︑

燃
料
価
格
高
騰
へ
の
支
援
に

つ
い
て
︑﹁
燃
料
油
価
格
激

変
緩
和
対
策
事
業
は
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
に
お
い
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
︒
同

事
業
に
よ
る
補
助
金
の
継
続

と
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

継
続
を
要
望
し
た
い
﹂
と
訴

え
た
︒
ま
た
︑﹁
標
準
的
な

運
賃
﹂
や
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
の
確
実
な
収
受
に
向
け
た

車
輪
脱
落
事
故
防
止
対
策
と
し

て
運
送
事
業
者
・
整
備
管
理
者

に
対
す
る
行
政
処
分
を
導
入

チ
ラ
シ
を
作
成

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
今
年
10
月
１
日
か
ら
大

型
車
に
よ
る
車
輪
脱
落
事
故

防
止
対
策
と
し
て
︑
自
動
車

運
送
事
業
者
お
よ
び
整
備
管

理
者
に
対
す
る
行
政
処
分
が

導
入
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

11
月
16
日
か
ら
　
　
　
　
　

　
　
　
運
動
期
間
ス
タ
ー
ト

第
63
回
﹁
正
し
い
運
転
・

明
る
い
輸
送
運
動
﹂

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
11
月
16
日
㈭
か
ら
令
和

６
年
１
月
10
日
㈬
ま
で
︑
第

63
回
﹁
正
し
い
運
転
・
明
る

い
輸
送
運
動
﹂を
実
施
す
る
︒

　

同
運
動
は
︑
交
通
・
労
働

災
害
事
故
の
防
止
︑
環
境
保

全
お
よ
び
輸
送
秩
序
の
確
立

に
よ
り
︑
円
滑
な
輸
送
の
達

成
を
図
り
︑
年
末
年
始
の
輸

送
繁
忙
期
に
お
け
る
安
全
・

安
心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る

も
の
︒
実
施
事
項
は
別
掲
の

通
り
︒

　

全
ト
協
で
は
会
員
事
業

支
援
や
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
﹂

を
最
大
限
に
活
用
し
た
︑
荷

主
対
策
の
深
度
化
の
さ
ら
な

る
推
進
︑
労
働
生
産
性
の
向

上
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て

も
要
望
を
行
っ
た
︒

て
︑
チ
ラ
シ
︵
写
真
︶
を
作

成
し
た
︒

　

同
行
政
処
分
で
は
︑
車
両

総
重
量
８
㌧
以
上
の
大
型
車

に
よ
る
車
輪
脱
落
事
故
を
惹

起
さ
せ
た
運
送
事
業
者
の
車

両
が
使
用
停
止
（
初
違
反
20

者
に
対
し
︑
経
営
ト
ッ
プ
︑

管
理
者
お
よ
び
従
業
員
が
一

体
と
な
っ
て
︑
実
施
事
項
を

推
進
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て

い
る
︒
本
運
動
実
施
計
画

日
車
︑
再
違
反
40
日
車
）
と

な
る
ほ
か
︑
一
定
期
間
に
複

数
回
の
車
輪
脱
落
事
故
を
惹

起
し
た
運
送
事
業
者
等
に
対

し
て
は
︑
整
備
管
理
者
の
解

任
命
令
が
発
出
さ
れ
る
︵
本

紙
10
月
20
日
号
既
報
︶︒

　

同
チ
ラ
シ
は
︑
同
種
事
故

再
発
事
故
防
止
に
向
け
た
取

り
組
み
の
さ
ら
な
る
強
化
を

図
る
た
め
︑
運
送
事
業
者
︑

整
備
管
理
者
︑整
備
従
事
者
︑

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど

関
係
者
全
員
へ
の
理
解
促
進

・
周
知
徹
底
を
図
る
た
め
に

作
成
し
た
も
の
︒

　

な
お
︑
同
チ
ラ
シ
は
今
号

の
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
に
折

り
込
ん
で
い
る
︒

等
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶

参
照
︒

た
ら
く
ト
ラ
ッ
ク
大
図
鑑
﹄

を
︑
同
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て

い
る
︵
二
次

元
コ
ー
ド
︶︒

　

こ
れ
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
Ｐ
Ｒ
や
若
年
運
転

者
の
確
保
を
目
的
と
し
て
企

画
さ
れ
た
も
の
で
︑
第
１
弾

と
し
て
︑
Ｉ
Ｓ
Ｏ
コ
ン
テ
ナ

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
︑
低
床
冷

蔵
加
温
ウ
イ
ン
グ
車
︑
セ
ミ

ト
レ
ー
ラ
︑
ダ
ン
プ
ト
ラ
ク

タ
ー
ヘ
ッ
ド
な
ど
に
つ
い
て
掲

載
し
た
︒

　

制
作
に
あ
た
っ
て
は
︑
若

者
向
け
の
雑
誌
﹃
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ　

Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｔ
Ｉ

（
東
京
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
）﹄
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
︑
同

誌
の
ス
タ
ッ
フ
が
直
接
ド
ラ

イ
バ
ー
を
取
材
︒
ド
ラ
イ
バ

ー
自
身
が
愛
車（
ト
ラ
ッ
ク
）

の
﹁
推
し
ポ
イ
ン
ト
﹂
や
﹁
日

々
の
仕
事
へ
の
情
熱
﹂
な
ど

に
つ
い
て
語
る
場
面
を
掲
載

し
た
︒
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
の
よ

う
な
体
裁
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
と

ド
ラ
イ
バ
ー
の
推
し
を
紹
介

し
て
い
る
︒

　

神
ト
協
で
は
︑﹁
雑
誌
﹃
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ　

Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｆ
Ｉ

Ｔ
Ｉ
﹄
と
コ
ラ
ボ
し
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
の﹃
推
し
ポ
イ
ン
ト
﹄

を
入
れ
て
ト
ラ
ッ
ク
を
紹
介

す
る
な
ど
︑
若
年
層
に
ト
ラ

ッ
ク
と
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も

ら
い
︑
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
工
夫
し
た
﹂
と

し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
今
後
も
掲
載
す
る

車
種
を
順
次
増
や
し
て
い
く

予
定
︒

「
は
た
ら
く
ト
ラ
ッ
ク
　
　

　
大
図
鑑
」
サ
イ
ト
を
開
設

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
吉
田
修
一
会
長
）
は
︑
会

員
企
業
に
勤
め
る
現
役
の
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
︑
仕

事
で
使
用
す
る
自
慢
の
愛
車

（
ト
ラ
ッ
ク
）
や
仕
事
へ
の

情
熱
な
ど
に
つ
い
て
語
る
﹃
は

更なる車輪脱落事故防止対策として、

車両総重量８ｔ以上のトラックで、ホイール・ナットの脱落などの車輪脱落事故を起こすと、
行政処分等により車両の使用停止になります！
さらに３年以内に再発すると整備管理者は解任されます！

ホイール・ボルトの折損、ホイール・ナットの脱落
またはそれらに類する事象に起因する
車輪脱落事故が発生したもの（注）

（注）・車輪が脱落した要因に事業者の関与が無く、事業者による点検整備が確実に行われていることの証明があった場合を除く。
　　・車両総重量８トン以上の自動車に限る。

令和5年10月1日より

https://www.jta.or.jp

全国貨物自動車運送適正化事業実施機関

行政処分等の基準

及び整備管理者に対する及び整備管理者に対する
自動車運送事業者自動車運送事業者

行政処分を強化！

整備管理者の解任命令に
　　　　　　　大型車の車輪脱落事故を追加

初違反

車両の使用停止期間

再違反
２０日車
4０日車

決　

議

一、	

国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、
社
会
の
重
要
な
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
に
必
要
な

予
算
・
財
源
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
ペ
ー
ス
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
令
和

五
年
度
補
正
予
算
を
例
年
以
上
の
規
模
で
確
保
し
、
計
画
的
に
事
業
を

推
進
す
る
こ
と

ま
た
、
対
策
期
間
完
了
後
に
お
い
て
も
、
昨
今
の
地
震
・
豪
雨
・
豪
雪
な

ど
の
災
害
の
状
況
も
踏
ま
え
た
上
で
、
切
れ
目
無
く
、
継
続
的
・
安
定

的
に
国
土
強
靱
化
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
国
土
強
靭
化
実
施
中

期
計
画
を
早
期
に
策
定
し
、
国
土
強
靭
化
に
必
要
な
予
算
・
財
源
を
通

常
予
算
と
は
別
枠
で
確
保
す
る
こ
と

一、	

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
災
害
に
備
え
る
と
と
も
に
、
人
流
・
物
流
の
円
滑

な
移
動
を
確
保
す
る
た
め
、
高
規
格
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
、

暫
定
二
車
線
区
間
の
四
車
線
化
、
代
替
機
能
を
発
揮
す
る
直
轄
国
道
と

の
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
重
要
物
流
道
路
の
整
備
な
ど
を
進
め
、
国

土
を
つ
な
ぐ
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と

一、	

持
続
可
能
な
維
持
管
理
を
実
現
す
る
予
防
保
全
に
よ
る
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン

スへ
早
期
に
移
行
す
る
た
め
、
国
土
強
靱
化
の
事
業
計
画
等
に
基
づ
く
橋

梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
舗
装
等
の
老
朽
化
対
策
を
推
進
す
る
こ
と

一、	

高
速
道
路
の
良
好
な
イ
ン
フ
ラ
を
持
続
的
に
利
用
す
る
た
め
、
料
金
徴
収

期
間
の
延
長
に
よ
る
財
源
を
活
用
し
、
適
切
な
維
持
管
理
と
更
新
事
業
、

暫
定
二
車
線
区
間
の
四
車
線
化
や
耐
震
補
強
等
の
機
能
強
化
を
着
実
に

進
め
る
こ
と

ま
た
、
高
速
道
路
料
金
に
つ
い
て
は
、
利
用
に
応
じ
た
料
金
制
度
を
基
本

と
し
つつ
、
事
業
者
向
け
割
引
を
継
続
す
る
こ
と

一、	

経
済
活
動
の
生
産
性
向
上
や
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
を
図
る
た
め
、

ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
の
利
用
者
目
線
で
の
渋
滞
対
策
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
休
憩
施
設
の
機
能
強
化
、
中
継
物
流

拠
点
の
整
備
及
び
公
共
交
通
の
維
持
・
支
援
を
行
う
こ
と

一、	

災
害
時
の
緊
急
輸
送
道
路
等
の
安
全
性
の
確
保
や
良
好
な
景
観
形
成
・

観
光
振
興
等
を
図
る
た
め
、
電
柱
の
占
用
制
限
も
含
め
た
無
電
柱
化
を

推
進
す
る
こ
と

一、	

日
本
の
未
来
を
担
う
子
供
達
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
通
学
路
等
の

交
通
安
全
対
策
を
強
化
・
推
進
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
予
算
を
継
続

的
に
確
保
す
る
こ
と

一、	

地
方
創
生
に
よ
る
地
域
の
自
立
と
活
性
化
を
促
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安

心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
支
え
る
た
め
、
地

方
の
都
市
及
び
地
域
拠
点
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
そ
れ
ら
を
結
ぶ
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
、
道
の
駅
な
ど
の
拠
点
の
整
備
・
機
能
強
化
、
更
に
は
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
回
復
や
国
内
交
流
拡
大
に
よ
る
観
光
振
興
と
と
も
に
、
観
光

地
に
お
け
る
過
度
な
交
通
集
中
に
よ
る
混
雑
等
への
対
策
を
推
進
す
る
こ

と

一、	

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
大
規
模
自
然
災
害
の
脅
威
・
危
機
に
即
応
す
る

た
め
の
地
方
整
備
局
及
び
事
務
所
等
の
責
務
に
鑑
み
、
更
な
る
出
先
機

関
の
体
制
の
充
実
・
強
化
や
災
害
対
応
に
必
要
と
な
る
資
機
材
の
更
な
る

確
保
に
取
り
組
む
こ
と

　

こ
れ
ら
の
項
目
を
踏
ま
え
、
資
材
価
格
の
高
騰
や
賃
金
水
準
の
上
昇
に
対

応
す
る
中
で
も
必
要
な
道
路
整
備
・
管
理
が
長
期
安
定
的
に
進
め
ら
れ
る
よ

う
、
新
た
な
財
源
の
創
設
等
に
よ
り
、
国
・
地
方
を
合
わ
せ
た
令
和
六
年
度

道
路
関
係
予
算
に
つい
て
、
必
要
な
予
算
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

　

ま
た
、
国
土
強
靭
化
の
み
な
ら
ず
、
我
が
国
の
成
長
力
及
び
国
際
競
争
力

の
強
化
、
さ
ら
に
は
生
産
性
向
上
の
観
点
か
ら
も
、
公
共
事
業
を
含
む
令
和

五
年
度
補
正
予
算
に
つい
て
も
必
要
な
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

令
和
五
年
十
一月
八
日　

安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り
を
求
め
る
全
国
大
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

坂
本
克
己
会
長
は
11
月
7

日
︑
自
由
民
主
党
の
佐
藤
信

秋
参
議
院
議
員
に
対
し
て
︑

﹁﹃
物
流
革
新
に
向
け
た
政

策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹄
の
推
進
の

た
め
の
利
用
し
や
す
い
高
速

道
路
の
実
現
に
関
す
る
要
望

書
﹂
を
提
出
し
た
︒﹁
物
流

の
２
０
２
４
年
問
題
﹂
を
解

決
す
る
た
め
︑
政
府
に
お
い

て
緊
急
に
取
り
組
む
べ
き
対

策
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ

た
︑﹁
物
流
革
新
に
向
け
た

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
で
は
︑

物
流
の
効
率
化
の
施
策
と
し

て
︑﹁
労
働
生
産
性
向
上
に

向
け
た
利
用
し
や
す
い
高
速

道
路
料
金
の
実
現
﹂
や
﹁
物

流
拠
点
の
機
能
強
化
や
物
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
支
援
﹂

な
ど
が
明
記
さ
れ
た
︒
全
ト

協
で
は
こ
れ
を
受
け
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
が
更
に
社
会

貢
献
し
て
い
く
上
で
重
要
な

の
が
︑
効
率
的
な
輸
送
を
実

現
す
る
高
速
道
路
の
活
用
で

あ
る
こ
と
か
ら
︑

同
要
望
書
の
提
出

を
行
っ
た
も
の
︒

　

要
望
書
で
は
︑

利
用
し
や
す
い
高

速
道
路
の
実
現
に

つ
い
て
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
拘
束
時
間

短
縮
等
労
務
負
担

の
軽
減
︑
輸
送
時

間
の
短
縮
お
よ
び

定
時
性
の
確
保

等
︑
生
産
性
向
上

の
実
現
や
︑
物
流

効
率
化
の
推
進
に

欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
り
︑
今
後
も

積
極
的
に
高
速
道

路
の
利
用
促
進
を

図
る
た
め
︑
①
労

働
生
産
性
向
上
に

向
け
た
利
用
し
や

す
い
高
速
道
路
料

金
の
実
現
（
大
口

・
多
頻
度
割
引
の

拡
充
措
置
を
継
続

し
実
質
50
％
割
引
へ
の
拡
充

と
恒
久
化
︑
基
本
料
金
算
出

方
法
の
改
善
︑
高
速
道
路
の

一
時
退
出
を
可
能
と
す
る
措

置
拡
充
な
ど
）︑
②
物
流
拠

点
の
機
能
強
化
や
物
流
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
支
援
（
高

速
道
路
の
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
︑
道

の
駅
に
お
け
る
駐
車
ス
ペ
ー

ス
の
整
備
・
拡
充
︑
大
型
車

駐
車
マ
ス
の
幅
の
拡
大
︑
シ

ャ
ワ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
等
ド
ラ
イ
バ
ー
の
た
め

の
施
設
充
実
な
ど
）︑
③
物

流
の
効
率
化
の
推
進
（
ト
ラ

ッ
ク
の
軸
重
規
制
の
緩
和
︑

車
両
総
重
量
の
緩
和
な
ど
）

︱
︱
を
求
め
た
︒

　

な
お
︑
当
日
は
︑
寺
岡
洋

一
副
会
長
︑
御
手
洗
安
副
会

長
︑
若
林
陽
介
理
事
長
︑
松

崎
宏
則
専
務
理
事
ら
が
同
行

し
た
︒

物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
解
決
へ
向
け
て

物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
解
決
へ
向
け
て

「
利
用
し
や
す
い
高
速
道
路
の
実
現
」
を
緊
急
要
望

「
利
用
し
や
す
い
高
速
道
路
の
実
現
」
を
緊
急
要
望

　

細
田
博
之
自
由
民

主
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振

興
議
員
連
盟
会
長
（
前

衆
議
院
議
長
・
衆
議

院
島
根
１
区
）
が
︑
11

月
10
日
午
前
10
時
58
分

に
逝
去
さ
れ
た
（
享
年

79
歳
）︒

　

細
田
氏
は
昭
和
19

年
︑
島
根
県
生
ま
れ
︒

東
京
大
学
法
学
部
卒

業
後
︑
旧
通
商
産
業
省

に
入
省
し
︑
平
成
２
年

の
衆
議
院
議
員
選
挙
で

初
当
選
︒
令
和
３
年
の

衆
院
選
で
当
選
11
回
と

な
っ
て
い
た
︒
平
成
16

年
に
小
泉
内
閣
で
官
房

長
官
︑
20
年
に
麻
生
内

閣
で
党
幹
事
長
な
ど
を

歴
任
︒
ま
た
︑
令
和
３

年
に
は
衆
議
院
議
長
に

就
任
し
た
︒

　

平
成
24
年
に
自
民
党

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議

員
連
盟
会
長
に
就
任
以

来
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
発
展
の
た
め
に
︑

長
年
尽
力
さ
れ
て
き
た
︒

　

11
月
14
日
に
通
夜
︑

同
15
日
に
葬
儀
が
そ
れ

ぞ
れ
桐
ケ
谷
斎
場
（
東

京
都
品
川
区
）
で
執
り

行
わ
れ
た
︒

　

謹
ん
で
お
悔
や
み
申

し
上
げ
ま
す
︒

細
田
博
之
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
議
連
会
長
が
逝
去

訃
報�

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

﹁
安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り
を
求
め
る

全
国
大
会
﹂︵
11
月
８
日
、
砂
防
会
館

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
︶

自
民
党
運
輸
・
交
通
関
係
団
体
委
員

会
﹁
予
算
・
税
制
等
に
関
す
る
政
策
懇

談
会
﹂︵
10
月
30
日
、
自
民
党
本
部
︶

神
奈
川
県
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
開

設
さ
れ
た
﹁
は
た
ら
く
ト
ラ
ッ
ク
大

図
鑑
﹂

古賀誠全国道路利用者会議会長

坂本会長らが佐藤信秋自民党参議院議員に対
して要望内容を説明した

斉藤鉄夫国土交通大臣

第
2
回
「
総
務
委
員
会
」度

事
業
計
画
骨
子
（
案
）︑

②
５
年
度
優
秀
運
転
者
顕
章

候
補
者
（
案
）︑
③
６
年
度

主
要
会
議
・
行
事
開
催
日
程

（
案
）
︱
︱
に
つ
い
て
審
議

を
行
っ
た
︒

　

な
お
︑
同
委
員
会
で
承
認

さ
れ
た
内
容
は
︑
12
月
７
日
開
催
予
定
の
第
２
０
３
回
理

事
会
に
上
程
さ
れ
る
予
定
︒

　

第
２
回
﹁
総
務
委
員
会
﹂

が
11
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
︒

　

冒
頭
︑
正
副
委
員
長
の
選

任
が
行
わ
れ
︑
委
員
長
に
小

林
和
男
副
会
長
を
︑
ま
た
副

委
員
長
に
は
小
丸
成
洋
副
会

長
を
選
任
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
令
和
６
年

６
年
度
事
業
計
画

骨
子
（
案
）
に
つ
い
て
審
議

第2回「総務委員会」（11月7日、全ト協）

第 63 回「正しい運転・明るい輸送運動」実施事項
⑴ 飲酒運転の根絶
⑵ 追突事故及び交差点における事故防止の徹底
⑶ 過労運転防止の徹底
⑷ 確実な点呼の実施
⑸ 携帯・スマートフォンの使用禁止の徹底
⑹ 健康診断の受診の徹底
⑺ 荷役作業時の安全確保の徹底
⑻ 高速道路における事故防止の徹底
⑼ 車両の安全性確保の徹底
⑽ 降積雪期における輸送の安全確保の徹底
⑾ 正しい積付け・固縛方法の徹底
⑿ エコドライブ及びアイドリング・ストップの徹底
⒀ 運輸安全マネジメントの徹底
⒁ 安全意識の高揚
⒂ 輸送品質・サービスの向上

　国土交通省では、「物流の 2024 年問題」を見据え、トラックドライバーの働き方改革
のための施策を検討するにあたり、トラック運送事業者の皆様のご意見を伺いながら、今
後の施策を検討・展開していきたいと考えております。
　つきましては、ドライバーの休憩・休息場所の実態、高速道路のサービスエリア（SA）
・パーキングエリア（PA）における駐車マスの確保状況や予約制駐車マスの利用意向、
中継輸送の実施等について把握するため、トラック運送事業者の方を対象として、アンケ
ート調査を実施します。
　会員事業者の皆様におかれましては、本調査の趣旨をご理解の上、
アンケート調査へのご協力をお願いいたします。

■アンケート
・質 問 数：29 問　（※回答によって質問数は異なります）
・所要時間：5 分程度

■回答方法
・パソコンかタブレット端末、もしくはスマートフォンからの Web 入力形式（二次元コード）

■回答期限
　12 月15日（金）
■問い合わせ先
　・休憩休息場所関係：国土交通省物流・自動車局貨物流通事業課　武笠、佐藤

電話 03-5253-8111（内線 41-313）
　・駐 車 マ ス 関 係：国土交通省道路局高速道路課　谷口、今井

電話 03-5253-8111（内線 38-342）
　・中 継 輸 送 関 係：国土交通省道路局企画課道路経済調査室　磯部、新屋

電話 03-5253-8111（内線 37-653）

トラックドライバーの働き方改革に関するアンケート調査トラックドライバーの働き方改革に関するアンケート調査
国交省 トラック運送事業者へ協力依頼

12月15日まで

佐藤信秋自民党参議院議員（右から２人目）に要望書を提出する、左から御手洗安副会長、寺岡洋一副
会長、坂本克己会長（11月７日、参議院議員会館）
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

～交差点編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		交差点とその手前30メートル以内は追越しが禁止されている。　
（	○・×	）

❷		交差点の左折時は徐行が義務づけられているが、右折時には徐行
は義務づけられていない。（	○・×	）

❸		右折するとき、先に交差点に入っていれば、左折する車があって
も自車のほうが先に右折できる。（	○・×	）

❹		交通整理の行われていない交差点では、左右の見通しの良し悪し
にかかわらず、徐行しなければならない。（	○・×	）

❺		大型車は特に内輪差が大きく左後方が見えにくいので、左側を通
行している歩行者等を巻き込まないよう注意する。（	○・×	）

（解答は7面）

交通・運転マナーを守ろう
〔第127回〕

　トラックドライバーの迷惑行為が多数報告されています。
プロトラックドライバーは、交通ルールを守ることはもちろ
ん、運転マナーも一般ドライバーの見本になるよう心がけな
ければなりません。

●急な進路変更やゴミのポイ捨てをしていませんか

Ａさん「『第55回全国トラックドライバー・コンテスト』が終
了したね。内閣総理大臣賞をはじめ、各部門の入賞
者には改めて心から尊敬するよ」

Ｂさん「そうだね。出場しているのは各都道府県の地区大会
を勝ち抜いてきた精鋭139人。大会に出るだけでも
大したもんだよ。みんなが彼らのように運転すると
事故も減るのだろうけど」

Ａさん「そうだね。でも、これから少し耳の痛い話もする
ね。僕たちから見ても目標とすべき立派なドライバー
がいる一方、一部マナーの悪いドライバーがいるこ
とも問題になっているんだ」

Ｂさん「例えば、どんなことかな」
Ａさん「いくつかあるんだけれど、運転中の場合では、急な

車線変更、大型車進入禁止箇所等でのＵターン、不
用意なクラクションが挙げられている」

Ｂさん「確かに、よく見かけるね。先日の休みの日に車で出
かけたんだけど、急な車線変更で僕の前に出てきた
トラックがいてヒヤッとしたよ。同僚だったらきつく
指導というところだね。それと不用意なクラクション
は、音に驚いて歩行者や自転車が転倒することがあ
るから気をつけないと」

Ａさん「僕たちにしてみれば、一般ドライバーをヒヤッとさせ
る運転をしてはいけないんだよ。自分たちが事故を
起こさないことはもちろん、一般のドライバーに事
故を起こさせないよう、先を読んで運転するのがプ
ロドライバーというもんだよ」

Ｂさん「その通りだね。ところで運転中以外には、どんなこ
とが挙げられているのかな」

Ａさん「ほかには、駐車場や道路へのゴミのポイ捨てやコン
ビニや公共施設の駐車場等での長時間駐車が挙げ
られている」

Ｂさん「ゴミのポイ捨ては本当に多いね。先日、同僚からバ
イパスに進入する手前のところにゴミが散乱してい
るという話を聞いたので、行ってみたら案の定、ペッ
トボトルやゴミが散乱していて悲しくなったよ。
まぁ、ポイ捨ての場面を直接見たわけではないか
ら、なんとも言えないけれども。こうしたマナーの問
題は、僕たち全体のイメージダウンに繋がるから、他
人事だと思わずに、きちんとしたいところだね。こう
したマナーアップはどうすればいいんだろうね」

●11月は「エコドライブ推進月間」

Ａさん「そうだな。僕は後輩たちに『運転する時は、エコドラ
イブを意識して』と言っているよ。エコドライブは、
ゆっくり加速したり、車間距離を十分にとって加減
速の少ない運転をするだろ。だから、急な車線変更
や不用意なクラクションも必要がなくなるんじゃな
いかと思うんだ。こうしたエコドライブの考えが
しっかりできていれば、長時間、駐車場を占有して
いることが一般ドライバーにどれだけ迷惑になるか
も分かってくるような気がするんだけど」

Ｂさん「そうだね。確かに、環境だけでなく、安全運転にもメ
リットが多いエコドライブだけど、ドライバーへの意
識づけにもいいかもしれないね。僕自身も同僚や後
輩にも勧めてみるよ」

Ａさん「11月は『エコドライブ推進月間』だから、ぴったりか
もね。僕たちプロドライバーは物流を支えている。そ
れは誇りに思っていい。だからこそ、その誇りを汚さ
ないよう謙虚な気持ちでハンドルを握る必要がある
と思う」

Ｂさん「その通り。やっぱり一般ドライバーの人達が僕らを
みて『さすがプロのドライバーは、技術だけでなく、
運転マナーも違うね』と言われるようにしたいね」

Ａさん「みんなでマナーアップに取り組もう」

﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
へ

の
対
応
を
一
層
加
速
へ

新
経
済
対
策
を
閣
議
決
定

　

政
府
は
11
月
２
日
︑﹁
デ

フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の
総

合
経
済
対
策
~
日
本
経
済
の

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
む
け
て

~
﹂
を
閣
議
決
定
し
た
︒

　

今
回
の
経
済
対
策
は
︑
日

本
経
済
を
熱
量
溢
れ
る
新
し

い
経
済
ス
テ
ー
ジ
へ
と
移
行

さ
せ
る
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を

図
る
た
め
の
も
の
と
し
て
位

置
付
け
︑
予
算
措
置
の
み
な

ら
ず
︑
税
制
や
規
制
・
制
度

改
革
を
総
動
員
し
て
デ
フ
レ

完
全
脱
却
を
図
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
関
係

で
は
︑﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂

に
関
し
て
︑﹁
物
流
革
新
緊

急
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂に
基
づ
き
︑

賃
上
げ
や
人
材
確
保
等
に
早

期
に
着
手
す
る
と
と
も
に
︑

２
０
３
０
年
度
の
輸
送
力
不

足
の
解
消
に
向
け
︑
可
能
な

施
策
の
前
倒
し
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
︒
物
流
の
効
率

化
に
つ
い
て
は
︑
物
流
革
新

の
実
現
に
向
け
た
支
援
・
調

査
を
行
う
ほ
か
︑
高
速
道
路

料
金
の
大
口
・
多
頻
度
割
引

の
拡
充
措
置
の
１
年
間
延
長

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
︒
ま
た
︑

商
慣
行
に
つ
い
て
は
︑﹁
ト
ラ

ッ
ク
Ｇ
メ
ン
﹂
に
よ
る
﹁
集

中
監
視
月
間
﹂︵
関
連
８
面
︶

を
設
け
︑
荷
主
・
元
請
事
業

者
の
監
視
体
制
を
強
化
す
る

ほ
か
︑
制
度
見
直
し
と
し
て

は
﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
の
引

上
げ
を
行
う
と
と
も
に
︑
適

正
運
賃
収
受
や
賃
上
げ
等
に

向
け
て
︑
次
期
通
常
国
会
で

の
法
制
化
を
目
指
す
こ
と
を

盛
り
込
ん
で
い
る
︒

　

政
府
で
は
︑
同
経
済
対
策

の
裏
付
け
と
な
る
令
和
５
年

度
補
正
予
算
（
案
）
の
早
期

成
立
に
取
り
組
む
と
し
て
い

る
︒

	

Ａ
Ｓ
Ｖ
導
入
や
運
行
管
理

高
度
化
等
を
支
援

令
和
５
年
度
「
事
故
防
止

対
策
支
援
推
進
事
業
」

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

令
和
５
年
度
﹁
事
故
防
止
対

策
支
援
推
進
事
業
﹂
に
係
る

補
助
金
の
申
請
受
付
を
行
っ

て
い
る
︒

　

同
事
業
は
︑
自
動
車
運
送

事
業
に
お
け
る
交
通
事
故
防

止
の
観
点
か
ら
︑
先
進
安
全

自
動
車
（
Ａ
Ｓ
Ｖ
）
や
運
行

管
理
の
高
度
化
に
資
す
る
機

器
の
導
入
等
の
取
り
組
み
を

支
援
す
る
た
め
に
実
施
す
る

も
の
︒
実
施
す
る
補
助
事
業

の
概
要
は
︑
表
の
通
り
︒

　

な
お
︑
今
年
度
か
ら
申
請

受
付
窓
口
が
﹁（
公
財
）
日

	
来
年
初
頭
の
告
示
・
通
達

改
正
を
目
指
し
改
定
素
案

を
検
討

第
２
回
「
標
準
的
な
運
賃
・

標
準
運
送
約
款
の
見
直
し
に

向
け
た
検
討
会
」

　

国
土
交
通
省
は
10
月
27

日
︑
第
２
回
﹁
標
準
的
な
運

賃
・
標
準
運
送
約
款
の
見
直

し
に
向
け
た
検
討
会
﹂（
座

長
:
野
尻
俊
明
流
通
経
済

大
学
名
誉
教
授
）
を
開
催
し

た
︒

　

同
検
討
会
は
︑
今
年
中
に

所
要
の
見
直
し
を
図
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
﹁
標
準
的
な

運
賃
﹂
お
よ
び
﹁
標
準
運
送

約
款
﹂
に
つ
い
て
︑
改
定
に

向
け
た
検
討
を
進
め
る
た
め

本
自
動
車
輸
送
技
術
協
会

（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）﹂
に
変
更
と

な
っ
て
お
り
︑
運
輸
支
局
等

で
は
申
請
を
受
け
付
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
︒

ま
と
め
を
実
施
︒
運
輸
審
議

会
へ
の
諮
問
を
経
た
上
で
︑

年
明
け
の
告
示
・
通
達
改
正

を
目
指
し
て
い
る
︒

	

物
流
構
造
転
換
の
切
り
札

と
し
て﹁
自
動
物
流
道
路
﹂

を
提
案

社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路

分
科
会
国
土
幹
線
道
路
部
会

中
間
と
り
ま
と
め

　

国
土
交
通
省
は
10
月
31

日
︑
社
会
資
本
整
備
審
議
会

道
路
分
科
会
国
土
幹
線
道
路

部
会
﹁
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
あ
り
方　

中
間
と

り
ま
と
め
﹂
を
公
表
し
た
︒

　

同
部
会
で
は
こ
れ
ま
で
︑

高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を

進
め
て
き
た
︵
本
紙
11
月
１

日
号
既
報
︶︒

　

同
と
り
ま
と
め
で
は
︑
新

た
な
国
土
形
成
計
画
（
令
和

５
年
７
月
閣
議
決
定
）
で
示

さ
れ
た
国
土
づ
く
り
の
方
向

性
を
踏
ま
え
︑﹁
２
０
５
０
年
︑

世
界
一
︑
賢
く
・
安
全
で
・

持
続
可
能
な
基
盤
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
通
称
:

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
を
実
現

す
る
こ
と
を
目
標
に
︑﹁
シ
ー

ム
レ
ス
な
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル

が
確
保
さ
れ
た
高
規
格
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
﹂
な

ど
を
柱
と
す
る
基
本
方
針
を

示
す
と
と
も
に
︑
物
流
構
造

を
転
換
す
る
切
り
札
と
し
て

自
動
物
流
道
路
（
オ
ー
ト
フ

ロ
ー
・
ロ
ー
ド
）
を
提
案
︒

	

12
・
１
月
の
2
か
月
間
﹁
年

末
・
年
始
労
働
災
害
防
止

強
調
運
動
﹂
を
展
開陸

災
防

　

陸
上
貨
物
運
送
事
業
労
働

災
害
防
止
協
会
（
陸
災
防
）

で
は
︑
12
月
１
日
か
ら
令
和

６
年
１
月
31
日
ま
で
の
間
︑

﹁
令
和
５
年
度
陸
上
貨
物
運

送
事
業
年
末
・
年
始
労
働
災

害
防
止
強
調
運
動
﹂
を
展
開

す
る
︒

　

同
運
動
は
︑
労
災
防
止
の

重
要
性
に
つ
い
て
認
識
を
深

め
︑
労
災
防
止
を
図
る
た
め

に
実
施
す
る
も
の
︒

　

陸
災
防
で
は
事
業
者
に
対

し
て
︑
今
年
10
月
に
施
行
さ

れ
た
改
正
労
働
安
全
衛
生
規

則
等
に
基
づ
く
︑
昇
降
設
備

の
設
置
︑
保
護
帽
の
着
用
お

今
後
︑
10
年
で
の
実
現
に
挑

戦
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
同
と
り
ま
と
め
を

受
け
︑
国
交
省
道
路
局
で
は

﹃
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
２
０
５

０
・
政
策
集
﹄を
作
成
し
た
︒

	

﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹂推
進
運

動
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

オ
ン
ラ
イ
ン
で
来
年
３
月
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
10
月

か
ら
令
和
６
年
３
月
ま
で
の

間
︑
６
回
に
わ
た
っ
て
﹁﹃
ホ

ワ
イ
ト
物
流
﹄
推
進
運
動
セ

ミ
ナ
ー
﹂
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
し
て
い
る
︒

　

同
セ
ミ
ナ
ー
は
︑﹁
ホ
ワ

イ
ト
物
流
﹂
推
進
運
動
の
周

知
お
よ
び
取
り
組
み
を
促
進

す
る
た
め
に
開
催
し
て
い
る

も
の
︒
今
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー

で
は
︑６
年
４
月
に
迫
る
﹁
時

間
外
上
限
規
制
﹂︑﹁
改
正
改

善
基
準
告
示
の
適
用
﹂
を
見

据
え
て
︑
荷
主
企
業
が
取
り

組
む
べ
き
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

講
演
を
行
う
︒

　

セ
ミ
ナ
ー
日
程
や
講
演
企

業
の
詳
細
︑
申
し
込
み
方
法

な
ど
は
︑
同
運
動
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
︵
二
次

元
コ
ー
ド
︶

を
参
照
の
こ

と
︒

	

新
東
名
岡
崎
Ｓ
Ａ︵
下
り
︶

駐
車
マ
ス
増
設
工
事
が
完

成大
型
車
駐
車
可
能
台
数
が

約
１
・
５
倍
に

　

新
東
名
高
速
道
路
岡
崎
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
Ｓ
Ａ
）（
下

り
）
の
駐
車
マ
ス
増
設
工
事

よ
び
来
年
２
月
に
施
行
さ
れ

る
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー

の
特
別
教
育
義
務
化
等
の
安

全
対
策
徹
底
の
周
知
な
ど
荷

役
労
働
災
害
防
止
対
策
の
推

進
と
と
も
に
︑
テ
ー
ル
ゲ
ー

ト
リ
フ
タ
ー
の
操
作
の
業
務

に
係
る
特
別
教
育
の
受
講
促

進
や
︑
ロ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
パ
レ

ッ
ト
の
安
全
な
取
り
扱
い
に

関
す
る
周
知
な
ど
と
い
っ
た

重
点
取
組
事
項
の
実
施
を
呼

び
か
け
て
い
る
︒

	

﹁
エコ
ド
ラ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
﹂
を
11
月
28
日
に
開
催

申
込
締
切
は
11
月
20
日

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及
推
進

協
議
会
と
（
公
財
）
交
通
エ

コ
ロ
ジ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財

団
は
︑
11
月
28
日
㈫
に
東
京

が
︑11
月
１
日
に
完
了
し
た
︒

　

岡
崎
Ｓ
Ａ（
下
り
）で
は
︑

平
日
夜
間
の
時
間
を
中
心

に
︑
大
型
車
駐
車
可
能
台
数

を
上
回
る
大
型
車
が
滞
在
︒

通
路
や
普
通
車
駐
車
マ
ス
に

大
型
車
が
駐
停
車
す
る
な
ど

混
雑
し
て
い
た
︒

　

今
回
の
工
事
で
は
︑
普
通

車
と
大
型
車
が
利
用
可
能
な

﹁
普
通
車
・
大
型
車
兼
用
マ

ス
﹂
を
増
設
︒
大
型
車
が
駐

車
可
能
な
駐
車
マ
ス
は
︑
工

に
設
置
さ
れ
た
も
の
︒

　

今
回
は
︑
前
回
検
討
会
で

出
さ
れ
た
意
見
を
基
に
︑
事

務
局
が
作
成
し
た
﹁
標
準
的

な
運
賃
﹂・﹁
標
準
運
送
約

款
﹂の
改
定
素
案
が
示
さ
れ
︑

議
論
を
展
開
︒
今
回
寄
せ
ら

れ
た
意
見
を
整
理
し
た
上

で
︑
12
月
に
開
催
予
定
の
第

３
回
検
討
会
に
お
い
て
取
り

　

詳
細
は
︑
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
申

請
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト︵
二
次

元
コ
ー
ド
︶を

参
照
の
こ
と
︒

﹁
物
流
２
０
２
４
年
問

題
﹂
対
策
と
し
て
１
５
９

億
円
を
計
上

令
和
５
年
度
補
正
予
算（
案
）

　

国
土
交
通
省
は
11
月
10

日
︑
令
和
５
年
度
国
土
交
通

省
関
係
補
正
予
算
（
案
）
の

概
要
を
発
表
し
た
︒

　

同
補
正
予
算
（
案
）
は
︑

11
月
２
日
に
閣
議
決
定
し
た

﹁
デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め

の
総
合
経
済
対
策
﹂︵
別
掲
︶

を
踏
ま
え
た
も
の
︒
補
正
予

算
国
費
総
額
は
２
兆
５
５
５

億
円
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
関
係

で
は
︑﹁
物
流
の
革
新
の
実
施

に
向
け
た
取
組
﹂
と
し
て
︑

﹁
物
流
２
０
２
４
年
問
題
﹂

の
解
決
等
の
た
め
︑
物
流
の

効
率
化
等
に
資
す
る
物
流
施

設
の
自
動
化
・
機
械
化
・
脱

炭
素
化
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
負
担
軽
減
・
生
産
性

向
上
︑
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
推

進
に
向
け
た
大
型
コ
ン
テ
ナ

導
入
等
へ
の
支
援
や
︑
再
配

達
半
減
に
向
け
た
実
証
実
験

を
実
施
す
る
た
め
に
１
５
８

億
５
９
０
０
万
円
が
措
置
さ

れ
た
ほ
か
︑財
政
投
融
資
（
２

０
０
億
円
）
も
活
用
す
る
︒

　

ま
た
︑﹁
高
速
道
路
料
金

の
大
口
・
多
頻
度
割
引
の
拡

充
措
置
の
延
長
﹂（
７
年
３

月
末
ま
で
）
に
77
億
５
９
０

０
万
円
︑﹁
国
土
強
靭
化
に

資
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
機
能
強
化
に
関
す
る
対

策
﹂
と
し
て
２
０
７
５
億
５
０

０
０
万
円
が
措
置
さ
れ
た
︒

消
費
者
関
連
団
体
か
ら

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

「
送
料
無
料
」
表
示

見
直
し

　

消
費
者
庁
は
11
月
８
日
︑

第
９
回
﹁﹃
送
料
無
料
﹄
表

示
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見

交
換
会
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

今
回
は
︑
消
費
者
関
連
団

体
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
︒
大
石
美
奈
子
氏
（
消
費

生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）︑
河

村
真
紀
子
氏
（
主
婦
連
合

会
）︑河
野
康
子
氏
（︹
一
財
︺

日
本
消
費
者
協
会
）︑
増
田

悦
子
氏
（︹
公
社
︺
全
国
消

費
生
活
相
談
員
協
会
）か
ら
︑

次
の
よ
う
な
意
見
が
述
べ
ら

れ
た
︒

　
﹁
消
費
者
が
輸
送
の
実
情

を
正
し
く
認
識
す
る
た
め
に

も
︑﹃
送
料
無
料
﹄
表
示
は

や
め
︑
運
ぶ
こ
と
で
発
生
す

る
負
荷
が
あ
る
こ
と
を
消
費

者
が
認
識
で
き
る
よ
う
な
表

現
に
改
め
て
ほ
し
い
﹂（
大

石
氏
）︑﹁﹃
送
料
無
料
﹄
表

示
や
消
費
者
の
行
動
変
容
の

必
要
性
と
︑﹃
物
流
２
０
２
４

年
問
題
﹄
の
解
決
は
別
の
問

題
と
し
て
︑
対
応
を
考
え
る

べ
き
︒﹃
ド
ラ
イ
バ
ー
の
賃
金

向
上
な
ど
労
働
条
件
の
改

善
﹄
が
︑
最
も
深
刻
か
つ
解

決
す
べ
き
課
題
だ
﹂（
河
村

氏
）︑﹁
宅
配
便
の
物
量
は
ト

ラ
ッ
ク
の
荷
物
全
体
に
占
め

る
割
合
と
し
て
は
低
く
︑﹃
送

料
無
料
﹄
表
示
に
焦
点
が
向

け
ら
れ
る
こ
と
で
︑
本
来
︑

改
善
・
改
革
が
必
要
な
企
業

間
物
流
の
課
題
解
決
が
遅
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂（
河
野

氏
）︑﹁﹃
送
料
無
料
﹄
表
示

を
な
く
し
た
だ
け
で
は
︑
再

配
達
が
す
ぐ
に
な
く
な
っ
た

り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環

境
が
す
ぐ
に
良
く
な
っ
た
り

す
る
わ
け
で
は
な
い
︒
今
で

き
る
こ
と
を
早
急
に
実
施
す

る
こ
と
が
重
要
﹂（
増
田
氏
）

　

そ
の
後
︑
意
見
陳
述
を
受

け
て
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
︒

事
前
の
96
台
か
ら
１
４
１
台

と
な
り
︑
約
１
・
５
倍
と
な

っ
た
︒

　

中
日
本
高
速
道
路
㈱
で

は
︑
利
用
者
に
対
し
て
適
正

な
駐
車
を
呼
び
か
け
る
と
と

も
に
︑
路
肩
や
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ

（
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
）
の

加
減
速
車
線
は
駐
停
車
禁
止

で
あ
る
た
め
︑
案
内
表
示
に

従
っ
て
正
し
い
位
置
に
停
め

る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

	

令
和
５
年
度
第
２
回
運
行

管
理
者
試
験
日
程
を
発
表

運
行
管
理
者
試
験
セ
ン
タ
ー

　
（
公
財
）
運
行
管
理
者
試

験
セ
ン
タ
ー
は
11
月
８
日
︑

令
和
５
年
度
第
２
回
運
行
管

理
者
試
験
に
つ
い
て
発
表
し

た
︒

　

申
請
受
付
期
間
は
12
月
11

日
㈪
~
令
和
６
年
１
月
17
日

・
千
代
田
区
立
内
幸
町
ホ
ー

ル
に
て
２
０
２
３
年
度
﹁
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂

を
開
催
す
る
︒

　

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
︑

２
０
２
３
年
度
﹁
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
﹂
表
彰

式
が
行
わ
れ
る
ほ
か
︑
国
土

交
通
大
臣
賞
・
環
境
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
事
業
者
な
ど
に

㈬
︒
試
験
日
程
は
６
年
２
月

17
日
㈯
~
３
月
17
日
㈰
で
︑

Ｃ
Ｂ
Ｔ
試
験
方
式
に
よ
り
実

施
さ
れ
る

　

詳
細
・
問
い
合
わ
せ
は
︑

運
行
管
理
者
試
験
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
︵
二
次

元
コ
ー
ド
︶

を
参
照
︒

よ
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
取
組

紹
介
が
行
わ
れ
る
︒

　

申
込
締
切
は
11
月
20
日

㈪
︒
申
込
に
関
す
る
詳
細
は
︑

同
コ
ン
ク
ー

ル
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
︵
二
次

元
コ
ー
ド
︶

を
参
照
の
こ
と
︒

表　令和５年度「事故防止対策支援推進事業」において実施する補助事業
①先進安全自動車（ASV）の導入に対する支援※
　受付期間：令和6年1月31日まで

補助対象装置 補助対象車両 補助率 補助限度額

衝突被害軽減ブレーキ
（歩行者検知機能付き）

車両総重量 3.5㌧超の
トラック

２分の１

100,000 円

車間距離制御装置＋
車線維持支援制御装置 トラック 100,000 円

ドライバー異常時対応
システム トラック 100,000 円

先進ライト 車両総重量 3.5㌧超の
トラック 100,000 円

側方衝突警報装置 車両総重量 3.5㌧超の
トラック 50,000 円

アルコール・
インターロック トラック 100,000 円

事故自動通報システム
（後付け含む） トラック （後付け以外）50,000 円

（後付け）30,000 円

②運行管理の高度化に対する支援※
　受付期間：6年1月31日まで

・補助率：取得に対する経費の３分の１
・ 補助対象機器と補助限度額（補助対象機器はいずれも国土交通大臣

が選定したもの）
補助対象装置 補助限度額

ア．デジタル式運行記録計 車載器：2 万円　事務所用機器：10 万円

イ．映像記録型ドライブレコーダー 車載器：1 万円　事務所用機器：3 万円

ウ． デジタル式運行記録計・映像記録型ドラ
イブレコーダー一体型 車載器：3 万円　事務所用機器：13 万円

エ． デジタル式運行記録計・映像記録型ドラ
イブレコーダー（通信機能を有する場合） 車載器：8 万円　事務所用機器：13 万円

・１事業者当たりの上限額：80 万円（エ．を取得する場合は 120 万円）
③過労運転防止のための先進的な取組に対する支援※
　受付期間：6年1月31日まで

・補助対象機器：下記の機器であって、国交大臣が選定したもの
○ ITを活用した遠隔地における点呼機器（IT 点呼機器）
○遠隔点呼機器
○自動点呼機器
○運行中における運転者の疲労状態を測定する機器
○休息期間における運転者の睡眠状態等を測定する機器
○運行中の運行管理機器

・補助率：取得に対する経費の２分の１
・ 補助限度額：１事業者当たりの上限額 80 万円（一部の機器に１台当たりの上

限あり）
④社内安全教育の実施に対する支援
　受付期間：6年1月31日まで

・補助対象コンサルティング：国交大臣が認定したコンサルティングメニュー
・補助率：コンサルティング利用に対する経費の３分の１
・補助限度額：１事業者当たりの上限額 100 万円

※：５年４月１日以降に導入したものが補助対象

第９回「送料無料」表示の見直しに関する意見交換会
（11月8日）

第２回「標準的な運賃・標準運送約款の見直しに向けた
検討会」（10月27日）

『広報とらっく』からのお願い
交通・運転マナーを守って！交通・運転マナーを守って！
プロトラックドライバーはプロトラックドライバーは
一般ドライバーの見本に一般ドライバーの見本に

・急な車線変更
・不用意なクラクション
・コンビニや公共施設の駐車場等での長時間駐車
・大型車進入禁止箇所等でのＵターン
・駐車場や道路へのゴミのポイ捨て
　事業用トラックは車体が大きいことから、一般乗用車より
目立ち、上記の行為が交通弱者や沿道の住民の方にとって、よ
り迷惑に感じられます。プロトラックドライバーは、交通法
規を守るだけでなく、マナーを守り、一般ドライバーの見本
となりましょう。
　また、最近、交通トラブルによる事故等が社会問題化してい
ます。道路交通法が改正され、令和２年６月末からあおり運
転が厳罰化されるなど、マナーからルールへと状況は変わっ
てきましたが、他車から迷惑行為を受けても冷静に対応する
とともに、自身もより一層の安全運転に努めましょう。
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︻
解
説
︼
ご
質
問
の
精
神
障
害
の
労
災

認
定
基
準
は
︑
仕
事
が
原
因
で
発
病
し

た
精
神
障
害
へ
の
労
災
保
険
の
適
用
を

判
定
す
る
た
め
に
厚
生
労
働
省
が
作
成

し
た
も
の
で
︑
正
式
に
は
﹁
心
理
的
負

荷
に
よ
る
精
神
障
害
の
認
定
基
準
﹂
と

い
い
ま
す
︒
近
年
の
社
会
情
勢
の
変
化

や
労
災
請
求
件
数
の
増
加
等
に
鑑
み
︑

最
新
の
医
学
的
知
見
を
踏
ま
え
て
今
年

の
９
月
１
日
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
︒

　

精
神
障
害
の
労
災
保
険
適
用
に
あ
た

っ
て
︑
認
定
基
準
で
は
︑
う
つ
病
や
急

性
ス
ト
レ
ス
反
応
な
ど
認
定
基
準
の
対

象
と
な
る
精
神
障
害
の
発
病
前
お
お
む

ね
６
か
月
の
間
に
︑﹁
業
務
に
よ
る
強
い

　
精
神
障
害
の
労
災
認
定
基
準
が

改
正
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
ど
の

よ
う
な
内
容
で
し
ょ
う
か
。

 第277回 

精神障害の労災認
定基準が改正され
たそうだが

心
理
的
負
荷
（
ス
ト
レ
ス
）﹂
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

心
理
的
負
荷
に
は﹁
特
別
な
出
来
事
﹂

に
よ
る
も
の
と
︑
そ
れ
以
外
の
出
来
事

に
よ
る
も
の
が
あ
り
︑
生
死
に
か
か
わ

る
よ
う
な
業
務
上
の
病
気
や
ケ
ガ
を
し

た
場
合
等
心
理
的
負
荷
が
極
度
の
も
の

と
︑
発
病
直
前
の
残
業
が
１
か
月
に
１

６
０
時
間
を
超
え
る
よ
う
な
極
度
の
長

時
間
労
働
が
﹁
特
別
な
出
来
事
﹂
に

該
当
し
︑
心
理
的
負
荷
は
﹁
強
﹂
と

評
価
さ
れ
︑
ス
ト
レ
ー
ト
に
労
災
適
用

と
な
り
ま
す
︒

　

そ
れ
以
外
の
出
来
事
に
つ
い
て
は
︑

実
際
に
発
生
し
た
業
務
に
よ
る
出
来
事

を
﹁
心
理
的
負
荷
評
価
表
﹂
を
用
い
︑

同
表
が
示
す
客
観
的
出
来
事
に
当
て
は

め
︑
負
荷
の
強
さ
を
総
合
評
価
し
︑
労

災
適
用
を
判
定
し
ま
す
︒評
価
表
に
は
︑

①
事
故
や
災
害
の
体
験
︑
②
仕
事
の
失

敗
︑
過
重
な
責
任
の
発
生
等
︑
③
仕

事
の
量
・
質
︑
④
役
割
・
地
位
の
変

化
等
︑
⑤
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
︑
⑥

対
人
関
係
︑
⑦
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
︱
︱
の
出
来
事
の
類
型
ご
と
に
︑

具
体
例
が
示
さ
れ
︑
心
理
的
負
荷
の
強

度
を
測
る
評
価
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
︒心
理
的
負
荷
の
強
度
は﹁
強
﹂﹁
中
﹂

﹁
弱
﹂
の
３
段
階
評
価
で
︑﹁
強
﹂
と

総
合
評
価
さ
れ
れ
ば
労
災
が
適
用
さ
れ

ま
す
︒
以
上
の
基
本
的
な
事
項
に
つ
い

て
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

　

今
回
の
改
正
で
︑
こ
の
﹁
心
理
的
負

荷
評
価
表
﹂
が
見
直
さ
れ
︑
新
た
に
客

が
理
不
尽
な
要
求
を
す
る
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
カ
ス
ハ
ラ
）
を
受
け

た
り
︑
感
染
症
等
を
発
症
す
る
リ
ス
ク

の
高
い
業
務
を
行
っ
た
り
し
た
場
合
が

具
体
例
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
︒
カ
ス
ハ

ラ
に
つ
い
て
は
︑
顧
客
等
か
ら
﹁
治
療

を
要
す
る
程
度
の
暴
行
等
を
受
け
た
﹂

場
合
や
︑﹁
暴
行
等
を
反
復
・
継
続
す

る
な
ど
し
て
執
拗
に
受
け
た
﹂
場
合
を

挙
げ
︑
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
を
﹁
強
﹂
と

判
定
し
︑﹁
治
療
を
要
さ
な
い
程
度
の

暴
行
を
受
け
︑
行
為
が
反
復
・
継
続

し
て
い
な
い
﹂
ケ
ー
ス
は
﹁
中
﹂
と
評

価
す
る
と
し
て
い
ま
す
︒
感
染
症
リ
ス

ク
に
つ
い
て
は
︑
新
興
感
染
症
の
感
染

の
危
険
性
が
高
い
業
務
等
に
急
遽
従
事

し
︑﹁
施
設
内
に
お
け
る
感
染
等
の
被

害
拡
大
も
生
じ
︑
死
の
恐
怖
等
を
感
じ

つ
つ
業
務
を
継
続
し
た
﹂
場
合
は
﹁
強
﹂

と
す
る
一
方
︑﹁
確
立
し
た
対
策
を
実

施
す
る
こ
と
等
に
よ
り
職
員
の
リ
ス
ク

は
低
減
さ
れ
て
い
た
﹂
時
は
﹁
中
﹂
と

評
価
す
る
と
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
︑

対
人
関
係
に
つ
い
て
も
︑
新
た
に
性
的

指
向
・
性
自
認
に
関
す
る
精
神
的
攻

撃
等
を
評
価
﹁
強
﹂
の
対
象
に
含
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
︒

　

令
和
４
年
度
の
精
神
障
害
の
労
災
補

償
状
況
を
み
る
と
︑
道
路
貨
物
運
送

業
は
請
求
件
数
（
１
４
７
件
）︑
支
給

決
定
件
数
（
37
件
）
と
も
に
業
種
別
で

３
番
目
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
︒
今
回

の
改
正
に
よ
る
認
定
範
囲
の
拡
大
で
︑

今
後
一
層
︑
精
神
障
害
の
労
災
請
求
が

増
加
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
︑

改
め
て
従
業
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
や
職
場
環
境
の
整
備
・
見
直
し
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
い
え
ま
す
︒

Ａ�

カ
ス
ハ
ラ
や
感
染
症
を
追

加
し
、
認
定
範
囲
を
拡
大

　

草
水
運
送
は
︑
宅
配
便
の

幹
線
輸
送
（
日
用
品
・
雑
貨

な
ど
）
の
ほ
か
︑
機
械
製
品

な
ど
を
輸
送
す
る
運
送
会
社

で
︑
売
上
ベ
ー
ス
で
は
関
東

・
関
西
な
ど
へ
の
長
距
離
輸

送
が
お
よ
そ
７
割
︑
地
場
輸

送
が
３
割
ほ
ど
を
占
め
て
い

る
︒

　

同
社
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り

組
み
始
め
た
き
っ
か
け
は
︑

文
部
科
学
省
が
告
示
す
る
教

育
課
程
の
基
準
で
あ
る
学
習

指
導
要
領
が
︑
平
成
29
年
に

改
訂
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
︒

　

同
社
が
宣
言
し
て
い
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
の
実
現
に
向
け

た
具
体
的
取
り
組
み
を
︑
項

目
ご
と
に
紹
介
し
て
い
く
︒

① 

誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場

環
境

　

同
社
で
は
︑
全
従
業
員
に

と
っ
て
働
き
や
す
い
職
場
環

境
の
整
備
を
進
め
て
い
る
︒

　

ま
ず
︑﹁
女
性
の
積
極
的

採
用
﹂
に
関
し
て
は
︑
同
社

で
は
現
在
10
人
の
女
性
従
業

員
が
在
籍
し
て
い
る
︒
同
社

の
場
合
︑
カ
ゴ
台
車
や
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
に
よ
る
荷
役
作

業
の
割
合
が
高
く
︑
女
性
で

も
負
担
な
く
荷
役
作
業
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
︒
ま
た
︑

同
改
訂
で
は
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

関
す
る
内
容
が
新
た
に
盛
り

込
ま
れ
︑
小
学
校
で
は
令
和

２
年
度
︑
中
学
校
で
は
３
年

度
か
ら
︑
新
し
い
学
習
指
導

要
領
に
基
づ
く
教
育
が
実
施

さ
れ
て
い
る
︒

　

生
徒
や
児
童
が
義
務
教
育

と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
び
︑

環
境
問
題
へ
の
関
心
を
高
め

て
い
く
中
で
︑
将
来
的
に
我

が
国
の
経
済
活
動
を
担
う
こ

と
に
な
る
生
徒
や
児
童
た
ち

に
﹁
選
ば
れ
る
企
業
﹂
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
︑
同
社

育
児
な
ど
も
考
慮
し
て
︑
女

性
従
業
員
を
適
切
な
部
門
に

配
置
す
る
こ
と
で
︑
女
性
従

業
員
の
家
事
と
仕
事
の
両
立

を
支
援
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
今
年
12
月
の
完
成

を
目
指
し
て
建
設
が
進
ん
で

い
る
﹁
都
城
イ
ン
タ
ー
倉
庫

・
事
務
所
﹂
に
は
︑
新
た
に

女
性
専
用
の
ト
イ
レ
や
更
衣

室
︑仮
眠
室
を
設
け
る
な
ど
︑

今
後
も
女
性
に
と
っ
て
働
き

や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
を

続
け
る
方
針
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑﹁
高
齢
者
の
継
続

雇
用
﹂
に
つ
い
て
︑
同
社
で

で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組

み
を
始
め
た
︒

　
﹁
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
︑

義
務
教
育
で
学
ぶ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
も
は
や
常
識
に
な
っ
て
い

ま
す
︒
将
来
の
就
職
活
動
の

際
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
感
度
の

高
い
若
年
層
か
ら
選
ば
れ
る

企
業
に
な
る
こ
と
で
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
担
い
手
確

保
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
︑
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
﹂（
草
水
裕
之

社
長
）

　

同
社
で
は
４
年
５
月
︑
自

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
取
り
組
む
こ
と
を
宣

言
︒
今
年
７
月
に
は
︑
宮
崎

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
牧
田
信

良
会
長
）
の
﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣

言
事
業
所
﹂︵
関
連
５
面
︶

に
登
録
を
行
っ
た
︒

は
65
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制

度
を
導
入
し
て
お
り
︑
60
歳

以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
現
在

39
人
在
籍
︒
65
歳
以
降
も
︑

健
康
状
態
に
問
題
が
な
け
れ

ば
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
本
人
の
意

思
を
尊
重
し
た
上
で
乗
務
を

続
け
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て

い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
昨
年
４
月
に
は

障
が
い
者
を
１
人
採
用
︒
現

在
は
倉
庫
で
の
構
内
作
業
に

あ
た
っ
て
い
る
が
︑
将
来
的

に
は
ド
ラ
イ
バ
ー
職
に
就
く

と
い
う
目
標
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
︒

　

こ
の
よ
う
な
誰
も
が
働
き

や
す
い
職
場
環
境
整
備
へ
の

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
︑
同

社
は
今
年
︑﹁
働
き
や
す
い

職
場
認
証
制
度
（
運
転
者
職

場
環
境
良
好
度
認
証
制
度
）﹂

二
つ
星
を
獲
得
し
て
い
る
︒

②	

安
全
性
の
高
い
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
の
実
現

　

同
社
で
は
事
故
防
止
に
も

力
を
注
い
で
お
り
︑
随
時
営

業
所
や
部
門
単
位
で
安
全
教

育
を
実
施
し
て
い
る
︒

　

安
全
教
育
の
場
で
は
︑
自

社
ト
ラ
ッ
ク
に
搭
載
し
て
い

る
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
（
ド

ラ
レ
コ
）
で
撮
影
さ
れ
た
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
映
像
を
ド
ラ
イ

バ
ー
に
見
て
も
ら
う
な
ど
︑

事
故
防
止
へ
の
意
識
を
高
め

て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
社
で
は
全
車
両

に
︑
ド
ラ
レ
コ
と
バ
ッ
ク
モ
ニ

タ
ー
を
装
着
し
て
い
る
ほ
か
︑

今
後
も
最
新
の
安
全
機
器
を

積
極
的
に
導
入
し
て
い
く
と

し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
草
水
社
長
は
地
元

商
工
会
議
所
の
会
合
や
地
域

の
交
通
安
全
活
動
な
ど
に
も

積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
︒
同
社
の
事
故
防

止
へ
の
取
り
組
み
の
重
要
性

③	

運
送
事
業
の
環
境
負
荷
軽

減
に
向
け
て

④	
持
続
可
能
な
物
流
を
目
指

し
て

　

同
社
で
は
長
距
離
輸
送
の

効
率
化
と
環
境
負
荷
軽
減
を

図
る
た
め
に
︑
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
を
推
進
し
て
い
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
日
本
の

貨
物
輸
送
量
の
大
半
を
担
っ

て
い
る
が
︑
原
単
位
（
ト
ン

キ
ロ
）
当
た
り
の
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
排
出
量
に
つ
い

て
は
︑海
運
の
方
が
少
な
い
︒

貨
物
輸
送
の
方
法
を
ト
ラ
ッ

ク
か
ら
船
舶
に
シ
フ
ト
し
た

場
合
︑Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
80
％

削
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
※

た
め
︑
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
は

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
非

常
に
有
効
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
︒

　

同
社
に
お
け
る
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
の
中
心
と
な
っ
て
い
る

の
は
︑
九
州
・
関
西
間
の
長

距
離
フ
ェ
リ
ー
利
用
で
あ
る
︒

関
西
向
け
の
雑
貨
輸
送
で

は
︑
か
つ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る

陸
上
輸
送
が
大
半
を
占
め
て

い
た
が
︑
こ
の
１
︑
２
年
で
フ

ェ
リ
ー
輸
送
の
比
率
を
高
め

た
と
い
う
︒

　

メ
イ
ン
と
な
る
の
は
︑
宮

崎
県
か
ら
大
分
県
ま
で
陸
路

で
輸
送
し
︑
19
時
半
に
大
分

港
を
出
航
す
る
フ
ェ
リ
ー（
さ

ん
ふ
ら
わ
あ
）で
神
戸
港（
兵

庫
県
神
戸
市
）
ま
で
輸
送
す

を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
︑
自
社

の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
ら
ず

地
域
住
民
の
安
全
意
識
も
高

め
て
い
く
こ
と
で
︑
事
故
が

な
く
︑
安
心
し
て
生
活
す
る

こ
と
の
で
き
る
﹁
持
続
可
能

な
地
域
社
会
﹂
の
実
現
に
も

貢
献
し
て
い
る
︒

る
ル
ー
ト
で
︑
週
末
に
は
20

~
30
台
も
の
同
社
の
ト
ラ
ッ

ク
が
大
分
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー

を
利
用
し
て
い
る
︒
ま
た
︑

19
時
10
分
に
宮
崎
港
を
出
航

す
る
フ
ェ
リ
ー
（
宮
崎
カ
ー

フ
ェ
リ
ー
）
を
利
用
す
る
ル

ー
ト
も
あ
る
︒

　

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
推
進

は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時

間
削
減
に
も
大
き
な
効
果
を

　

同
社
で
は
従
業
員
に
対
し

て
︑﹁
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
や
ア
イ

ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
︑
ま
た

安
全
運
転
な
ど
と
い
っ
た
日

常
の
取
り
組
み
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
達
成
に
繋
が
っ
て
い
く
﹂

と
説
明
す
る
な
ど
︑
今
後
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
従
業
員

の
さ
ら
な
る
理
解
醸
成
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
︒

　

一
方
で
︑
昨
年
９
月
26
日

付
の
宮
崎
日
日
新
聞
に
掲
載

さ
れ
た
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
県
内

事
業
者
特
集
記
事
で
同
社
が

紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
︑
荷
主

を
は
じ
め
多
く
の
反
応
が
あ

っ
た
と
い
う
︒
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
に
関
し
て
も
︑
陸
路
で
の

輸
送
に
比
べ
る
と
フ
ェ
リ
ー

利
用
の
場
合
は
運
賃
が
割
高

に
な
る
が
︑
荷
主
と
の
交
渉

も
た
ら
す
︒
宮
崎
か
ら
陸
路

で
神
戸
ま
で
向
か
う
と
13
時

間
以
上
か
か
り
︑
改
正
改
善

基
準
告
示
が
適
用
さ
れ
る
６

年
度
以
降
は
１
人
乗
務
で
対

応
す
る
こ
と
が
原
則
難
し
く

な
る
︒
フ
ェ
リ
ー
の
場
合
は
︑

大
分
港
か
ら
神
戸
港
ま
で
12

時
間
︑
宮
崎
港
か
ら
は
13
時

間
ほ
ど
と
︑
時
間
的
に
は
陸

路
と
大
き
な
差
は
な
い
も
の

の
︑
フ
ェ
リ
ー
乗
船
時
間
は

全
て
休
息
期
間
と
す
る
こ
と

が
で
き
︑
拘
束
時
間
お
よ
び

運
転
時
間
が
短
く
済
む
た

め
︑
１
人
乗
務
の
ま
ま
で
対

応
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
︒

　

従
来
︑
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

は
お
お
む
ね
５
０
０
㌔
㍍
以

上
の
長
距
離
輸
送
で
な
い
と

難
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た

が
︑
労
働
力
不
足
の
解
消
や

ド
ラ
イ
バ
ー
の
働
き
方
改
革

と
い
う
観
点
か
ら
も
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
は
注
目
さ
れ
て
お

り
︑
近
年
で
は
３
０
０
~
４

０
０
㌔
㍍
と
い
っ
た
比
較
的

短
い
距
離
で
の
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
の
例
も
増
え
て
い
る
︒

同
社
で
も
︑
よ
り
短
い
距
離

を
フ
ェ
リ
ー
輸
送
に
置
き
換

え
る
九
州
・
四
国
間
フ
ェ
リ

ー
の
活
用
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
︒

　

宮
崎
を
出
発
し
た
ト
ラ
ッ

の
際
に
﹁
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に

繋
が
っ
て
い
る
﹂
と
い
う
こ
と

を
説
明
す
る
こ
と
で
︑
運
賃

の
引
上
げ
を
快
諾
し
て
も
ら

え
る
こ
と
が
増
え
て
い
る
︒

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
荷
主
の

理
解
が
深
ま
り
つ
つ
あ
る
と

と
も
に
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に

向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
同
社
へ
の
荷
主
か
ら
の

評
価
や
期
待
が
高
ま
っ
て
い

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
︒

　
﹁
先
代
社
長
（
草
水
正
義

氏
︑
宮
崎
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

前
会
長
）
は
︑﹃
従
業
員
の

ご
家
族
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
な
会
社
﹄
を
目
指
し

て
き
ま
し
た
︒
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

考
え
方
は
︑
先
代
社
長
の
考

え
方
に
も
沿
う
も
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
︒
当

社
と
し
て
は
︑
こ
れ
ま
で
継

続
し
て
き
た
日
々
の
業
務
を

い
っ
そ
う
強
化
し
て
い
く
と

と
も
に
︑
地
域
貢
献
活
動
を

通
じ
て
持
続
可
能
な
地
域
社

会
の
実
現
に
貢
献
し
︑
地
域

か
ら
愛
さ
れ
る
︑
そ
し
て
当

社
で
働
く
従
業
員
に
誇
り
を

も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
会

社
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
﹂（
草
水
社
長
）

ク
は
︑
陸
路
（
３
時
間
）
で

大
分
に
向
か
い
︑臼
杵
港
（
大

分
県
臼
杵
市
）や
別
府
港（
大

分
県
別
府
市
）
か
ら
は
フ
ェ

リ
ー
（
２
時
間
30
分
）
で
八

幡
浜
港（
愛
媛
県
八
幡
浜
市
）

に
渡
り
︑そ
の
先
は
陸
路
（
５

時
間
・
休
息
込
み
）
で
関
西

に
向
か
う
︒
こ
の
場
合
︑
九

州
・
関
西
間
で
フ
ェ
リ
ー
を

利
用
す
る
場
合
と
比
べ
︑
関

西
ま
で
の
所
要
時
間
が
短
く

済
む
ほ
か
︑
１
人
乗
務
も
可

能
と
な
る
︒

　
﹁
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
へ
の
取

り
組
み
は
︑
荷
主
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
︑
試
行

期
間
を
経
て
実
施
し
て
い
ま

す
︒
こ
れ
は
﹃
２
０
２
４
年

問
題
﹄
へ
の
対
応
と
い
う
面

も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
︑

近
年
︑
荷
主
の
中
で
も
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
受
け
︑
フ
ェ
リ
ー
へ

の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
が
加
速

し
て
い
ま
す
﹂（
草
水
裕
也

取
締
役
）

　

ま
た
︑
同
社
で
は
荷
主
に

対
し
︑
車
両
台
数
の
集
約
や

荷
待
ち
時
間
の
削
減
へ
の
協

力
も
積
極
的
に
要
請
し
て
い

る
︒
こ
れ
も
︑
走
行
時
や
待

機
時
に
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
を
削
減
す
る
と
と
も

に
︑
輸
送
効
率
を
高
め
る
こ

と
で
持
続
可
能
な
物
流
の
実

現
に
繋
が
る
の
で
あ
る
︒

※
出
典
:
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
﹁
物
流
・
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
と
は
﹂

　

本
特
集
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
と
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

関
わ
り
方
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
宮
崎
県
都
城
市
の
草
水
運
送

㈱
（
草
水
裕
之
代
表
取
締
役
）
の
取
り
組

み
で
す
。

小
中
学
校
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
実
施

若
年
層
に
と
っ
て
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
常
識
」
に

荷
主
と
の
交
渉
の
場
に
も
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
活
か
す

取
り
組
み
を
通
じ
て
「
愛
さ
れ
る
」
会
社
に

フ
ェ
リ
ー
に
よ
る
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
推
進

輸
送
効
率
化
と
環
境
負
荷
軽
減
の
両
立
図
る

女
性
や
高
齢
者
・
障
が
い
者
も
働
き
や
す
く

事
故
防
止
通
じ
「
持
続
可
能
な
地
域
社
会
」
目
指
す

企業プロフィール
□�社　　　名　草水運送㈱
□�本社所在地　宮崎県都城市都原町3062-9
□�代　表　者　代表取締役　草水　裕之
□�設　　　立　昭和45年11月11日
□�資　本　金　1,000万円
□�従 業 員 数　182人（うちドライバー158人）
□�車　両　数　161台
（従業員数と車両数はグループ3社全体の数）

女
性
専
用
の
施
設
も
設
置
さ
れ
る

﹁
都
城
イ
ン
タ
ー
倉
庫
・
事
務
所
﹂

︵
12
月
完
成
予
定
︶

草水　裕之
代表取締役

草水　裕也
取締役

安全教育を通じてドライバーの事故防止意識
を高める

同社では、女性や高齢者も働きやすい職場づ
くりを進めている

トラック運送業界とSDGsトラック運送業界とSDGs
エ ス デ ィ ー ジ ー ズエ ス デ ィ ー ジ ー ズ

特
　
集

持
続
可
能
な
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
実
現
を
目
指
し
て

草
水
運
送
㈱
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
へ
の
取
り
組
み

第11回
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ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
関
わ
り

の
あ
る
企
業
や
機
関
な
ど
が
︑﹁
２

０
２
４
年
問
題
﹂
に
対
す
る
事
業

者
の
意
識
や
実
態
︑
対
応
状
況
な

ど
に
関
す
る
調
査
結
果
を
発
表
し

て
い
る
︒
各
調
査
に
よ
っ
て
結
果

に
多
少
の
差
は
あ
る
が
︑
そ
れ
ぞ

れ
参
考
に
な
る
︒
だ
が
最
近
︑﹁
全

国
一
律
の
調
査
で
は
具
体
的
な
実

態
把
握
に
限
界
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
﹂
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
︒

　
﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
に
つ
い
て

独
自
に
調
査
を
行
っ
て
い
る
地
方

ト
ラ
ッ
ク
協
会
も
あ
る
︒
そ
れ
ら

を
比
較
し
て
み
る
と
︑
地
方
に
よ

っ
て
差
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
︒

関
係
者
の
話
な
ど
か
ら
分
か
っ
て

き
た
の
は
︑﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂

へ
の
対
応
に
お
い
て
︑
あ
え
て
表

現
す
る
な
ら
﹁
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

デ
バ
イ
ド
（
立
地
的
差
異
）﹂
と

で
も
い
う
べ
き
実
態
が
あ
る
こ
と

で
あ
る
︒

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

よ
っ
て
︑
地
元
か
ら
出

る
主
要
な
荷
物
に
は
特

性
が
あ
る
︒
地
場
産
業

や
地
元
経
済
の
特
徴
と

も
深
く
関
連
し
て
い
る
︒

そ
し
て
︑
そ
の
地
元
の

荷
物
の
多
く
は
大
都
市

圏
に
運
ば
れ
る
割
合
が

高
い
︒
そ
の
運
送
を
担
っ
て
い

る
の
が
地
元
の
中
小
事
業
者
で

あ
る
︒

　

そ
の
よ
う
な
な
か
で
︑﹁
当

県
は
首
都
圏
に
荷
物
を
運
ん
で

い
る
事
業
者
が
多
い
︒
首
都
圏

と
の
距
離
が
５
０
０
㌔
㍍
以
下

な
の
で
︑
調
査

は
し
て
い
な
い

が
︑
来
年
３
月

ま
で
に
は
大
半

の
事
業
者
が
９
６

０
時
間
を
ク
リ

ア
で
き
る
﹂
と

い
う
話
を
あ
る

県
で
聞
い
た
︒

ま
た
︑
そ
の
県

よ
り
も
っ
と
首

都
圏
に
近
い
県

ト
協
の
調
査
で

は
︑
労
働
時
間

短
縮
へ
の
取
り

組
み
な
ど
に
お

い
て
︑
相
対
的

に
良
い
結
果
が

出
て
い
る
︒
こ
れ
は
首
都
圏
と

の
距
離
に
限
ら
ず
︑
関
西
圏
や

中
京
圏
な
ど
と
の
立
地
条
件
に

お
い
て
も
当
て
は
ま
る
︒

　

つ
ま
り
︑
大
都
市
圏
か
ら
離

れ
た
地
方
の
事
業
者
に
は
︑﹁
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
バ
イ
ド
﹂
と

い
う
ハ
ン
デ
が
あ
る
︒
こ
の
よ
う

な
地
理
的
条
件
に
あ
る
地
方
で
は

長
距
離
輸
送
の
事
業
者
が
多
く
︑

﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
へ
の
対
応

で
全
体
的
に
苦
戦
し
て
い
る
状
況

が
み
ら
れ
る
︒

　

こ
の
﹁
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
バ
イ

ド
﹂
を
克
服
す
る
に
は
︑﹁﹃
輸
送

の
仕
組
み
そ
の
も
の
を
変
え
る
﹄

こ
と
と
︑﹃
リ
ー
ド
タ
イ
ム
延
長
﹄

の
２
つ
が
あ
る
﹂︒
輸
送
の
仕
組
み

で
は
リ
レ
ー
輸
送
︑
中
継
輸
送
︑

２
マ
ン
運
行
︑
フ
ェ
リ
ー
輸
送
な

ど
が
あ
る
︒
な
か
に
は
︑
ダ
ブ
ル

連
結
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
中
継
輸
送

方
式
を
導
入
し
て
成
功
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
い
く
つ
か
取
材
し
た
︒

だ
が
︑
こ
れ
ら
輸
送
の
仕
組
み
の

革
新
は
︑
中
小
規
模
の
事
業
者
で

は
他
社
と
の
提
携
が
必
要
な
の

で
︑簡
単
で
は
な
い
︒
さ
ら
に
﹁
原

資
の
確
保
︑
す
な
わ
ち
運
賃
・
料

金
の
値
上
げ
が
不
可
欠
だ
﹂︒

　

ま
た
︑
長
距
離
輸
送
の
労
働
時

間
短
縮
で
は
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
延

長
も
有
効
な
方
法
の
一
つ
だ
︒
実

際
に
農
産
物
の
輸
送
で
市
場
ま
で

の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
１
日
延
長
し

た
県
も
あ
る
︒
こ
の
﹁
リ
ー
ド
タ

イ
ム
の
延
長
に
は
個
々
の
事
業
者

で
は
な
く
︑
地
元
業
界
が
一
体
に

な
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
﹂で
あ
る
︒

第
329
回

時短と「ロケーション・デバイド」

　

令
和
３
年
４
月
︑
宮
崎
県

内
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普

及
啓
発
お
よ
び
連
携
・
協
働

促
進
を
目
的
に
︑
民
間
ベ
ー

ス
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む

場
と
し
て
︑﹁
み
や
ざ
き
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
﹂

が
設
立
さ
れ
た
︒
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
目
標
や
各
項
目
の
内
容

が
︑
多
様
化
す
る
環
境
対
策

や
人
手
不
足
・
働
き
方
改
革

の
推
進
な
ど
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
を
取
り
巻
く
諸
課
題

へ
の
対
応
に
密
接
に
関
係
し

て
い
る
こ
と
か
ら
︑
宮
崎
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
﹁
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
が
業
界

の
地
位
向
上
に
繋
が
る
﹂
と

考
え
︑
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
へ
の
加
盟
を
検
討
︒
理
事

会
・
役
員
会
で
の
承
認
を
経

て
︑
同
年
６
月
か
ら
正
会
員

と
し
て
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
加
盟
し
て
い
る
︒

　

宮
崎
県
ト
協
会
員
事
業
者

（
約
４
６
０
社
）の
中
に
は
︑

協
会
が
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
へ
加
盟
以
前
か
ら
独
自
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
会
員

も
あ
っ
た
と
い
う
︒
宮
崎
県

ト
協
で
は
協
会
の
取
り
組
み

だ
け
で
な
く
︑
会
員
に
対
す

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
さ
ら
な
る
普

及
を
図
る
べ
く
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

宣
言
や
会
員
事
業
所
登
録
制

度
の
実
施
に
つ
い
て
︑
昨
年

１
年
間
か
け
て
議
論
を
進
め

て
き
た
︒
令
和
５
年
４
月
︑

　

宮
崎
県
ト
協
で
は
近
年
広

報
活
動
に
力
を
入
れ
て
お

宮
崎
県
ト
協
は
同
宣
言
を
実

施
し
た
上
で
︑
会
員
に
対
し

て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
会
員
事
業

所
へ
の
登
録
を
呼
び
か
け
た
︒

　
﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
事
業
経
営

に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
︑
荷

主
企
業
や
消
費
者
な
ど
か
ら

の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
︑
業
界
の
地
位
向
上

に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

当
協
会
が
業
界
と
し
て
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
に
﹃
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
﹄
を

行
う
と
と
も
に
︑
会
員
事
業

所
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取

り
組
み
の
輪
が
少
し
ず
つ
拡

が
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
会
員
を
登

録
す
る
︑当
協
会
独
自
の﹃
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
会
員
事
業
所
﹄

登
録
制
度
を
始
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
﹂（
大
久
津
浩
専

務
理
事
）

き
︑
多
く
の
事
業
者
に
宣
言

い
た
だ
く
こ
と
で
︑
地
域
の

皆
様
に
認
め
ら
れ
︑
親
し
ま

れ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
﹂（
同
）

　

宮
崎
県
ト
協
で
は
︑
会
員

に
同
制
度
へ
の
登
録
を
呼
び

か
け
る
に
あ
た
り
︑
登
録
手

続
き
に
必
要
と
な
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
宣
言
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を

宮
崎
県
ト
協
事
務
局
で
作
成

し
︑
会
員
に
お
け
る
取
り
組

み
を
﹁
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
﹂︑

﹁
環
境
﹂︑﹁
人
権
・
働
き
が

い
﹂︑﹁
地
域
・
社
会
貢
献
﹂

︱
︱
の
項
目
ご
と
に
書
き
込

む
方
式
を
採
用
し
た
︒
併
せ

て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

が
関
連
す
る
内
容
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
17
の
目
標
に
事
例
と
し

て
落
と
し
込
み
︑
事
業
者
が

日
常
的
に
行
っ
て
い
る
事
故

防
止
対
策
や
環
境
負
荷
軽

減
︑
人
材
確
保
・
育
成
︑
働

き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
︑

社
会
貢
献
活
動
と
い
っ
た
取

り
組
み
が
ど
の
目
標
に
該
当

す
る
か
を
︑
会
員
事
業
者
が

り
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
は
じ
め
と

し
た
様
々
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
広
報
媒
体
等
を
通
じ
て

広
く
発
信
し
︑
業
界
の
地
位

向
上
に
寄
与
し
て
い
る
︒

　

今
年
８
月
31
日
に
は
︑
県

内
の
会
員
事
業
者
は
も
と
よ

り
︑
荷
主
企
業
や
一
般
消
費

者
を
は
じ
め
︑
関
係
行
政
官

庁
や
関
連
業
界
・
団
体
等
の

参
加
者
約
３
５
０
人
が
一
堂

に
会
し
︑﹁
持
続
可
能
な
み

や
ざ
き
の
物
流
構
築
の
た
め

の
総
決
起
大
会
﹂を
開
催︵
本

紙
10
月
１
日
号
に
て
既
報
︶︒

関
係
者
の
総
力
を
結
集
し
︑

持
続
可
能
な
物
流
の
構
築
に

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ
う
に

一
覧
表
︵
二
次
元
コ
ー
ド
︶
で

示
し
た
︒

　

宮
崎
県
ト
協
で
は
︑
会
員

か
ら
の
登
録
申
請
に
つ
い
て
︑

３
か
月
に
１
回
開
催
さ
れ
る

理
事
会
で
順
次
認
定
を
実

施
︒
９
月
１
日
時
点
で
21
社

が
認
定
を
受
け
︵
別
掲
︶︑

申
請
事
業
所
に
対
し
て
宣
言

書
を
交
付
し
た
︒

　
﹁
当
協
会
の
広
報
誌
な
ど

を
通
じ
て
︑
会
員
に
対
し
︑

同
制
度
の
周
知
と
普
及
拡
大

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
︒
会
員
の
皆
様
に
は
︑

ぜ
ひ
取
り
組
み
や
す
い
内
容

か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ

向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
こ

と
を
高
ら
か
に
宣
言
し
た
︒

同
大
会
の
模
様
は
︑
マ
ス
コ

ミ
な
ど
で
大
き
く
報
道
さ
れ

た
と
い
う
︒

　

ま
た
︑
宮
崎
県
ト
協
で
は

﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
森
づ
く
り
﹂や

﹁
高
齢
者
の
交
通
安
全
講

習
﹂︑﹁
交
通
遺
児
へ
の
義
援

金
贈
呈
﹂︑﹁
献
血
活
動
﹂︑﹁
緊

急
支
援
物
資
輸
送
﹂︑
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
差
別
を
な
く
す
﹁
シ

ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
運
動
﹂な
ど
︑

様
々
な
社
会
貢
献
活
動
を
展

開
し
て
い
る
︒
広
報
活
動
を

通
じ
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

が
社
会
貢
献
に
努
め
て
い
る

こ
と
を
︑
荷
主
企
業
や
一
般

消
費
者
な
ど
に
対
し
て
広
く

周
知
︒
業
界
の
取
り
組
み
を

多
く
の
人
に
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
で
︑﹁
物
流
の
２
０
２

４
年
問
題
﹂
な
ど
多
く
の
諸

課
題
に
対
峙
し
な
が
ら
︑
物

流
維
持
に
懸
命
に
取
り
組
ん

で
い
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

を
応
援
し
て
く
れ
る
仲
間
た

ち
を
一
層
増
や
し
て
い
き
た

い
と
い
う
︒

　
﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
向
け

た
取
り
組
み
は
︑
荷
主
や
一

般
消
費
者
が
業
界
へ
の
理
解

を
深
め
る
の
に
非
常
に
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
︒

今
後
も
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に

向
け
た
取
り
組
み
を
は
じ
め

と
し
た
様
々
な
活
動
を
︑
広

報
活
動
を
通
じ
て
周
知
し
て

い
く
こ
と
で
荷
主
や
消
費
者

の
理
解
を
深
め
︑
業
界
の
さ

ら
な
る
信
頼
感
醸
成
に
繋
げ

て
い
き
た
い
で
す
﹂（
同
）

宮崎県トラック協会「SDGs 宣言会員事業所」
（登録順、９月１日現在）

㈱マキタ運輸、㈲山下商事、㈱マキタエキスプレス、
元明運送㈲、㈱キング運輸、㈱トミシマ、旭運輸㈲、
井上運輸㈱、㈱桐原商事、新日本ロジ㈱、㈱長野ト
ランスポート　宮崎営業所、宮崎運輸㈱、草水運送
㈱、都城運輸㈱、㈲昇栄運送、㈱古川興業、（合）
ティープラス、㈱戸髙物流、㈱ダイユウ、㈲佐土原
運送、㈱中央運送

　

宮
崎
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会（
牧
田
信
良
会
長
）で
は
、

令
和
５
年
４
月
に
「
宮
崎
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
宣
言
」
を
実
施
。
会
員
を
対
象
と
し
た
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
会
員
事
業
所
」
登
録
制
度
を
開
始
す

る
な
ど
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
宮
崎
県
ト
協
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
の
取
り
組
み
と
、
荷
主
企
業
や
一
般
消
費
者

な
ど
の
理
解
醸
成
を
図
る
た
め
の
広
報
活
動
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

取り組もう！ 運送事業所におけるSDGs
　宮崎県ト協では、会員事業所登録制度の開始にあたり、トラッ
ク運送事業者が関連する内容をSDGsの17の目標に事例として落
とし込んだ「運送事業所の取組事例」（二次元コー
ド）を、宮崎県ト協ホームページで公開している。
　宮崎県ト協では会員に対して、同資料を参考に、
取り組みやすい内容からSDGs推進に向けた取り
組みを行うよう呼びかけている。

﹁
持
続
可
能
な
み
や
ざ
き
の
物
流
構
築

の
た
め
の
総
決
起
大
会
﹂

７
月
24
日
に
行
っ
た
第
１
回
﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
書
交
付
式
﹂
で
は
、
宣
言
会
員

の
う
ち
９
社
が
牧
田
会
長
か
ら
宣
言
書
を
受
け
取
っ
た

宮
崎
県
ト
協
で
は
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
森
づ
く
り
﹂︵
写
真
㊤
︶
や
﹁
緊
急
支
援
物
資

輸
送
﹂︵
写
真
㊦
︶
な
ど
、
様
々
な
社
会
貢
献
活
動
を
展
開
し
て
い
る

「
業
界
の
地
位
向
上
に
繋
が
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」

制
度
開
始
を
機
に
取
り
組
み
の
輪
を
拡
げ
る

第
１
回
宣
言
書
交
付
式
で
21
社
を
認
定

「
取
り
組
み
や
す
さ
」
訴
え
登
録
拡
大
へ

取
り
組
み
な
ど
を
広
く
周
知

「
業
界
を
応
援
す
る
仲
間
た
ち
」
を
増
や
す

トラック運送業界とトラック運送業界と
SDGsSDGs

特
　
集

宮
崎
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
へ
の
取
り
組
み

独
自
の「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
宣
言
会
員
事
業
所
」登
録
制
度
を
開
始

広
報
活
動
を
通
じ
業
界
へ
の
理
解
を
促
す

特別編
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㈱
ジ
ャ
ス
ト
・
カ
ー
ゴ（
清

野
敏
彦
代
表
取
締
役
社
長
）

は
︑
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
の

建
設
資
材
輸
送
や
︑
住
宅
建

築
現
場
で
発
生
し
た
産
業
廃

棄
物
等
の
収
集
・
運
搬
な
ど

を
手
が
け
て
い
る
運
送
会
社

で
あ
る
︒

　

同
社
が
自
主
行
動
宣
言
を

行
っ
た
の
は
︑
令
和
２
年
８

月
の
こ
と
で
あ
る
︒
宣
言
を

行
う
半
年
ほ
ど
前
に
︑
北
海

道
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
工
藤
修

二
会
長
）
事
務
局
か
ら
同
運

動
に
つ
い
て
聞
い
た
清
野
社

長
は
︑
同
運
動
の
考
え
方
に

賛
同
︒
自
社
に
お
け
る
取
り

組
み
を
宣
言
と
し
て
ま
と

　

同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑

特
に
着
荷
主
で
あ
る
各
建
設

現
場
で
の
荷
卸
し
の
際
の
待

機
時
間
が
長
く
な
る
傾
向
に

あ
っ
た
︒
荷
主
か
ら
は
︑
建

設
現
場
へ
の
建
設
資
材
の
納

品
時
間
が
朝
８
時
か
ら
８
時

半
の
間
に
指
定
さ
れ
て
い
た
︒

限
ら
れ
た
荷
卸
し
場
所
に
多

く
の
車
両
が
同
じ
タ
イ
ミ
ン

グ
で
到
着
す
る
た
め
に
︑
荷

卸
し
待
ち
が
長
く
な
っ
て
い

た
と
い
う
︒さ
ら
に
朝
の
集
中

す
る
納
品
指
定
時
間
に
対
応

す
る
た
め
︑
特
定
の
時
間
帯

に
多
く
の
車
両
と
ド
ラ
イ
バ

ー
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
︒

　

し
か
し
︑
納
品
す
る
全
て

の
建
設
資
材
が
朝
の
う
ち
に

必
要
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
︑

中
に
は
昼
過
ぎ
か
ら
使
う
よ

う
な
建
設
資
材
も
あ
っ
た
︒

発
荷
主
側
は
﹁
そ
の
日
に
使

う
建
設
資
材
が
な
い
と
困
る

か
ら
﹂
と
い
う
理
由
で
︑
余

裕
を
も
っ
て
早
め
に
納
品
時

間
を
指
定
し
て
い
た
︒
一
方

で
︑
着
荷
主
で
あ
る
建
設
現

場
で
は
﹁
朝
一
番
で
使
用
し

な
い
資
材
も
あ
り
︑
使
用
す

る
時
間
に
必
要
な
建
設
資
材

が
あ
れ
ば
大
丈
夫
﹂
と
考
え

て
お
り
︑
発
荷
主
と
建
設
現

場
と
の
考
え
方
に
ギ
ャ
ッ
プ

が
あ
っ
た
︒

　

そ
こ
で
︑
同
社
の
担
当
者

が
建
設
現
場
と
連
絡
を
取
り

合
い
︑
ど
の
建
設
資
材
が
い

つ
ご
ろ
必
要
に
な
る
の
か
を

確
認
︒
そ
の
上
で
︑
時
間
差

で
建
設
資
材
を
納
品
す
る
よ

う
に
し
た
︒
輸
送
の
ピ
ー
ク

を
平
準
化
し
︑
ピ
ー
ク
時
に

必
要
と
な
る
車
両
や
ド
ラ
イ

バ
ー
数
を
減
ら
し
た
こ
と
で
︑

輸
送
コ
ス
ト
軽
減
に
繋
げ
る

こ
と
が
で
き
た
︒

　

ま
た
︑
納
品
時
間
の
分
散

に
よ
り
ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
機

時
間
が
減
少
し
た
こ
と
で
︑

労
働
環
境
改
善
に
繋
が
っ
た
︒

こ
う
し
た
労
働
環
境
の
変
化

に
ド
ラ
イ
バ
ー
が
気
付
き
︑

﹁
会
社
は
物
流
の
あ
り
方
を

本
気
で
変
え
よ
う
と
し
て
い

る
﹂
と
感
じ
る
こ
と
で
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
意
欲
向
上
に
も

繋
が
っ
た
︒
さ
ら
に
最
近
で

は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
物
流

改
善
に
向
け
た
意
見
も
多
く

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
︑
こ

う
し
た
声
を
き
っ
か
け
に
︑

発
・
着
荷
主
へ
の
提
案
・
物

流
の
改
善
に
結
び
つ
い
た
例

も
あ
る
と
い
う
︒

　　
﹁
建
設
現
場
の
実
情
を
当

社
の
担
当
者
が
理
解
し
た
上

で
︑発
・
着
荷
主
に
提
案
し
︑

納
品
指
定
時
間
の
制
限
を
緩

和
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
︑

輸
送
効
率
化
に
繋
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
︒
持
続
可
能

な
物
流
を
実
現
す
る
に
あ
た

っ
て
は
︑﹃
こ
こ
を
変
え
れ
ば

改
善
で
き
る
の
で
は
な
い
か
﹄

と
い
う
﹃
担
当
者
の
気
付
く

力
﹄
と
﹃
荷
主
へ
の
提
案
力
﹄

が
非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま

す
︒
当
社
の
担
当
者
と
発
荷

主
で
あ
る
資
材
会
社
・
着
荷

主
で
あ
る
建
設
現
場
と
の
間

の
連
携
の
円
滑
化
に
よ
っ
て

効
果
が
出
て
き
た
の
を
見
て
︑

﹃
ま
だ
我
々
が
気
付
い
て
い

く
の
建
設
現
場
で
は
そ
の
日

の
作
業
が
中
止
と
な
る
︒
そ

の
た
め
︑
同
社
で
は
気
象
情

報
会
社
か
ら
各
建
設
現
場
周

辺
の
︑
向
こ
う
１
週
間
の
天

気
情
報
の
提
供
を
受
け
︑
荒

天
が
見
込
ま
れ
る
際
に
は
︑

事
前
に
荷
主
と
合
意
し
て
い

る
ル
ー
ル
に
従
い
︑
輸
送
の

可
否
を
判
断
す
る
︒
も
し
同

社
の
本
社
営
業
所
の
あ
る
北

海
道
石
狩
市
が
晴
れ
て
い
て

も
︑
建
設
現
場
で
雨
や
雪
が

降
っ
て
い
た
場
合
に
は
︑
作

業
が
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

る
︒
当
然
︑
ト
ラ
ッ
ク
が
出

発
し
た
場
合
に
は
持
ち
帰
り

を
含
め
た
運
賃
が
発
生
す
る

た
め
︑
建
設
現
場
の
天
候
調

査
を
行
い
︑
悪
天
候
が
見
込

ま
れ
る
場
合
は
不
要
な
輸
送

効
率
で
︑
輸
送
費
用
も
高
く

つ
い
て
い
た
︒

　

そ
こ
で
同
社
で
は
８
年
ほ

ど
前
に
︑
発
荷
主
で
あ
る
あ

る
資
材
メ
ー
カ
ー
に
対
し

て
︑
建
設
資
材
を
い
っ
た
ん

同
社
の
倉
庫
に
輸
送
し
た
上

で
︑
他
メ
ー
カ
ー
の
資
材
と

混
載
輸
送
す
る
こ
と
を
提
案
︒

﹁
少
子
高
齢
化
に
よ
り
新
設

住
宅
着
工
戸
数
が
減
少
し
︑

貨
物
が
減
少
し
て
い
く
に
つ

れ
て
︑
こ
れ
ま
で
の
個
別
輸

送
で
は
成
り
立
た
な
く
な
っ

て
し
ま
う
︒
輸
送
費
用
は
最

終
的
に
住
宅
の
販
売
価
格
に

反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
︒

物
流
効
率
化
を
進
め
て
無
駄

な
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
こ
と

で
︑
高
品
質
な
住
宅
を
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
に
消
費
者
に
提
供

で
き
る
よ
う
に
な
る
﹂
と
荷

主
を
説
得
︒
そ
れ
に
よ
り
︑

徐
々
に
共
同
輸
配
送
へ
の
理

物
流
現
場
の
実
態
が
大
き
く

か
け
離
れ
︑
結
果
と
し
て
非

解
が
広
が
り
︑
共
同
輸
配
送

に
参
加
す
る
荷
主
が
増
え
た
︒

　　
﹁
平
成
29
年
に
﹃
物
流
ク

ラ
イ
シ
ス
﹄
が
注
目
さ
れ
た

こ
と
で
︑
荷
主
の
考
え
方
は

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
︒
荷

主
側
は
輸
送
費
用
の
高
騰
に

危
機
意
識
を
も
っ
て
お
り
︑

当
社
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
の

運
び
方
を
変
え
︑
輸
送
を
効

率
化
す
る
と
と
も
に
︑
輸
送

費
用
の
低
減
に
も
繋
が
る
提

案
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
い
っ
そ

う
深
刻
化
す
る
中
で
︑
従
来

の
運
び
方
を
続
け
て
い
れ
ば
︑

い
ず
れ
輸
送
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
︒﹃
物
流
の

２
０
２
４
年
問
題
﹄
に
対
す

る
荷
主
の
理
解
も
徐
々
に
深

ま
り
つ
つ
あ
る
状
況
下
に
お

い
て
︑
今
こ
そ
が
持
続
可
能

な
物
流
の
実
現
に
向
け
て
︑

荷
主
に
対
し
て
果
敢
に
提
案

を
行
っ
て
い
く
絶
好
の
機
会

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
﹂（
同
）

効
率
な
輸
送
形
態
が
続
い
て

き
て
い
た
︒

　

清
野
社
長
が
物
流
効
率
化

の
必
要
性
を
訴
え
続
け
て
き

た
こ
と
で
︑
10
年
ほ
ど
前
か

ら
年
１
回
ほ
ど
発
・
着
荷
主

へ
の
提
案
の
機
会
が
生
ま
れ
︑

現
在
で
は
３
か
月
に
１
回
ほ

ど
︑
情
報
交
換
の
場
が
設
け

ら
れ
て
い
る
と
い
う
︒

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
︑
資

材
会
社
や
建
設
現
場
で
の
物

流
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
要

望
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
︒
荷

主
へ
の
提
案
に
際
し
て
は
︑

ま
ず
概
要
を
荷
主
に
説
明

し
︑
荷
主
の
反
応
を
見
極
め

た
上
で
︑
正
式
に
文
書
を
作

成
し
て
具
体
的
な
提
案
を
行

う
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　
﹁
当
社
で
は
︑﹃
物
流
を
持

続
可
能
な
も
の
と
し
て
い
く

た
め
に
は
︑
こ
れ
ま
で
の
運

び
方
を
変
え
る
必
要
が
あ

る
﹄
と
︑
荷
主
へ
の
提
案
を

続
け
ま
し
た
︒
物
流
へ
の
関

心
が
な
い
多
く
の
荷
主
の
反

応
は
芳
し
い
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
︑
ヒ
ア
リ

　

同
運
動
に
賛
同
し
た
こ
と

の
利
点
に
つ
い
て
清
野
社
長

に
伺
う
と
︑
自
主
行
動
宣
言

の
策
定
を
通
じ
て
︑
持
続
可

能
な
物
流
の
実
現
に
向
け
た

同
社
の
考
え
方
を
明
確
化
し

た
こ
と
で
︑こ
れ
ま
で
の
﹁
言

い
な
り
﹂の
立
場
で
は
な
く
︑

対
等
な
立
場
で
担
当
者
間
の

情
報
共
有
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
︑
物
流
効
率
化
と
適
正

取
引
の
推
進
に
向
け
た
環
境

が
整
っ
た
こ
と
だ
と
い
う
︒

　　
﹁
物
流
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
に
よ
り
︑
荷
主
も
物

流
に
重
き
を
置
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
︒そ
れ
と
と
と
も
に
︑

﹃
運
送
会
社
は
探
せ
ば
い
く

ら
で
も
あ
る
﹄
と
い
う
時
代

は
終
わ
り
︑﹃
円
滑
な
物
流

を
担
う
こ
と
の
で
き
る
運
送

会
社
は
︑
数
少
な
い
﹄
と
荷

主
側
も
気
付
き
は
じ
め
て
い

ま
す
︒
当
社
と
し
て
は
︑
荷

主
に
物
流
の
大
事
さ
を
伝

え
︑
よ
り
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
︒一
方
で
︑

運
送
会
社
と
し
て
も
︑
労
働

力
不
足
と
い
う
現
状
に
手
を

こ
ま
ね
い
た
ま
ま
で
な
く
︑

自
主
的
に
行
動
す
る
こ
と
も

め
︑
同
運
動
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
上
で
公
開
し
た
︒

　

宣
言
を
行
う
に
あ
た
り
︑

清
野
社
長
は
﹁
宣
言
を
し
た

か
ら
に
は
︑﹃
ホ
ワ
イ
ト
物

流
﹄
実
現
に
向
け
て
し
っ
か

り
と
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
﹂
と
決
意
︒
宣
言
を

通
じ
て
同
社
と
し
て
の
考
え

方
を
明
確
化
し
た
上
で
︑
荷

主
と
対
等
な
立
場
で
取
り
組

ん
で
い
け
る
よ
う
な
体
制
づ

く
り
を
図
る
と
と
も
に
︑
持

続
可
能
な
物
流
へ
の
取
り
組

み
を
強
化
し
た
︒

な
い
︑
物
流
改
善
へ
の
ヒ
ン

ト
が
も
っ
と
あ
る
の
で
は
な
い

か
﹄
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
﹂（
清
野
社
長
）

　

同
社
で
は
︑
資
材
会
社
や

建
設
現
場
と
の
調
整
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
︑降

雨
や
降
雪
の
際
の
輸
送
の
可

否
に
つ
い
て
も
︑よ
り
適
切
に

判
断
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

　

降
雨
や
降
雪
の
場
合
︑
多

　

ま
た
︑
同
社
で
は
建
設
資

材
の
共
同
輸
配
送
の
し
く
み

も
い
ち
早
く
導
入
し
て
い
る
︒

　

10
年
ほ
ど
前
ま
で
は
︑
住

宅
メ
ー
カ
ー
や
資
材
メ
ー
カ

ー
ご
と
に
輸
送
を
行
っ
て
お

り
︑
あ
る
メ
ー
カ
ー
の
車
両

で
別
の
メ
ー
カ
ー
の
建
設
資

材
を
運
ぶ
こ
と
は
ご
法
度
だ

っ
た
と
い
う
︒
し
か
し
︑
特

に
少
量
で
の
出
荷
の
際
に
メ

ー
カ
ー
ご
と
に
運
ぶ
の
は
非

　

荷
主
へ
の
提
案
を
重
ね
︑

物
流
改
善
に
繋
げ
て
き
た
同

社
︒
こ
こ
で
は
︑
同
社
に
お

け
る
荷
主
へ
の
提
案
の
方
法

に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
︒

　

か
つ
て
は
運
送
事
業
者
よ

り
も
荷
主
の
力
が
強
く
︑
運

送
事
業
者
は
荷
主
か
ら
言
わ

れ
る
ま
ま
に
輸
送
を
行
い
︑

運
送
事
業
者
か
ら
の
提
案
は

聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
︒

　

さ
ら
に
︑
物
流
に
対
す
る

荷
主
の
理
解
は
乏
し
く
︑
荷

主
が
抱
く
物
流
の
理
想
像
と

荷
主
の
間
に
広
が
る
「
物
流
へ
の
危
機
意
識
」

提
案
を
進
め
て
共
同
輸
配
送
に
取
り
組
む

企業プロフィール
社名	 ㈱ジャスト・カーゴ
本社所在地	 北海道石狩市新港中央2-757-13
代表者	 代表取締役社長　清野　敏彦
設　立	 平成６年３月
資本金	 2,500万円
従業員数	 85人（うちドライバー69人）
車両数	 55台

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、荷
主
の
困
り
ご

と
や
要
望
な
ど
を
聞
い
た
上
で
、荷
主

に
対
し
て
改
善
提
案
を
行
っ
て
い
る

　

政
府
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と

荷
主
企
業
が
相
互
に
協
力
し
て
、
物
流

を
改
善
さ
せ
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
、﹁﹃
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹄
推
進
運
動
﹂

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

本
企
画
で
は
、
会
員
事
業
者
に
よ
る

﹁﹃
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹄
推
進
運
動
﹂
の

取
組
事
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
㈱
ジ
ャ
ス
ト
・
カ
ー
ゴ
︵
北
海
道
石

狩
市
︶
に
お
け
る
取
り
組
み
で
す
。

「
従
来
の
運
び
方
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
」

荷
主
と
の
対
話
を
重
ね
相
互
理
解
を
醸
成

労
働
環
境
改
善
に
不
可
欠
な
荷
主
と
の
交
渉

今
こ
そ
「
物
流
の
大
事
さ
」
を
力
強
く
伝
え
る

第
４
回　

株
式
会
社
ジ
ャ
ス
ト
・
カ
ー
ゴ
（
北
海
道
石
狩
市
）

宣
言
を
通
じ
て
自
社
の
考
え
方
を
明
確
化

会
社
全
体
と
し
て
取
り
組
め
る
体
制
へ

現
場
の
実
情
を
理
解
し
て
積
極
的
に
荷
主
へ
提
案

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
深
め
効
率
化
を
加
速

「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」
推
進
運
動
特
集

持
続
可
能
な
物
流
の
実
現
を
目
指
し
て

持
続
可
能
な
物
流
の
実
現
を
目
指
し
て

「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」
を
き
っ
か
け
に

「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」
を
き
っ
か
け
に

「
担
当
者
の
気
付
く
力
」
と
「
荷
主
へ
の
提
案
力
」
を
強
化

「
担
当
者
の
気
付
く
力
」
と
「
荷
主
へ
の
提
案
力
」
を
強
化

ン
グ
を
続
け
る
う
ち
に
︑
最

近
で
は
荷
主
か
ら
﹃
こ
う
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
か
﹄
と

要
望
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
︒
当
社
と
荷
主

が
お
互
い
に
物
流
に
つ
い
て

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
︑
物
流
改
善
に
向
け
た
︑

い
い
形
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
﹂

（
同
）

求
め
ら
れ
ま
す
︒
労
働
力
不

足
を
打
開
す
る
た
め
に
は
︑

﹃
荷
主
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
深
め
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
労
働
環
境
を
改
善
し
て
労

働
力
確
保
に
繋
げ
て
い
く
こ

と
﹄︑
そ
し
て
﹃
労
働
環
境

改
善
の
原
資
と
な
る
運
賃
・

料
金
を
適
正
に
収
受
す
る
た

め
に
価
格
交
渉
を
続
け
て
い

く
こ
と
﹄
が
︑
何
よ
り
も
重

要
で
す
︒
こ
れ
か
ら
も
全
社

員
が
一
丸
と
な
り
︑
荷
主
へ

の
提
案
を
続
け
な
が
ら
︑
持

続
可
能
な
物
流
の
実
現
に
向

け
て
果
敢
に
挑
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

︵
取
材
協
力
︶
㈱
ジ
ャ
ス
ト

・
カ
ー
ゴ　

清
野
敏
彦
代
表

取
締
役
社
長

を
行
わ
な
い
た
め
の
工
夫
で

あ
る
︒

　

一
方
で
︑
建
設
作
業
の
進

捗
が
遅
れ
て
い
る
よ
う
な
場

合
に
は
︑
多
少
の
悪
天
候
が

予
想
さ
れ
て
も
作
業
を
進
め

る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
︒
そ

の
場
合
に
は
同
社
の
担
当
者

が
資
材
会
社
や
建
設
現
場
と

緊
密
に
連
絡
を
取
り
︑
そ
の

日
必
要
と
な
る
建
設
資
材
を

輸
送
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

同
社
の
担
当
者
と
発
・
着

荷
主
双
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
︑
需
要
を
先

読
み
し
て
資
材
を
的
確
に
届

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
︑
ム

ダ
の
な
い
︑
効
率
的
な
輸
送

の
実
現
に
繋
が
っ
た
︒

建
設
現
場
の
天
気
情
報
を
確
認
し
、建

設
現
場
の
状
況
を
把
握
し
た
上
で
、輸

送
の
可
否
を
判
断
す
る

建
設
資
材
の
共
同
輸
配
送
を
進
め
た

こ
と
に
よ
り
、輸
送
コ
ス
ト
の
低
減
に

繋
が
っ
て
い
る

清野　敏彦
代表取締役社長
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ほんのヒトコマほんのヒトコマ［第127回］

来年には絶対欲しい……不幸な遭遇を避けるための「AIを駆使したクマ警報ツール」!?

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜交差点編〜
	 【解 答】3面に問題
❶	○（法第30条第3号）交差点とその手前
30メートル以内は追越しが禁止されている。
❷	×（法第34条第1項、第2項）右折時にお
いても、あらかじめその前からできる限り道
路の中央に寄り、かつ、交差点の中心の直
近の内側（道路標識等により通行すべき部
分が指定されているときは、その指定された
部分）を徐行しなければならない。
❸	×（法第37条）車両等は、交差点で右折
する場合において、当該交差点において直
進し、または左折しようとする車両等がある
ときは、当該車両等の進行妨害をしてはな

らない。
❹	×（法第42条第1号）徐行が義務づけら
れているのは、左右の見とおしがきかない
交差点に入ろうとし、又は交差点内で左右の
見とおしがきかない部分を通行しようとする
ときであり、見通しのきく交差点では徐行は
義務づけられていない。
❺	○（教則第5章第7節	交差点の通り方1-3）
車が右左折するときは、内輪差が生じる。特
に大型車は内輪差が大きく、左後方が見え
にくいので左側を通行している歩行者や自
転車などを巻き込まないよう注意する。

※
解
答
は
、
12
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

▼️いすゞ 自動車
　「EVision Cycle Concept」

▲三菱ふそうトラック・バス
「eCanter」、バッテリー交換
式モデル・交換ステーション

　（一社）日本自動車工業会は、10 月 26 日から 11 月５日まで（一般公開は 10 月
28 日から）、「JAPAN MOBILITY SHOW 2023（ジャパンモビリティショー）」を東
京ビッグサイトで開催した。前回（TOKYO MOTOR SHOW 2019〔東京モーターシ

ョー〕）から４年ぶりの開催となった今回は、自動車産業の枠を超えて、過去最高の
475 企業・団体が出展。111 万 2,000 人が来場した。
　ここでは、トラックメーカー４社の出展内容について、写真を中心に紹介する。

　いすゞ自動車㈱と UD トラックス㈱は、両ブランド初の共同での
出展となった。ブーステーマを「INNOVATION FOR YOU ～加速さ
せよう、「運ぶ」の未来。～」とし、いすゞグループが描く、ワクワ
クする「運ぶ」の未来を提案した。

いすゞ自動車・UDトラックス 三菱ふそうトラック・バス

日野自動車

●「GIGA FUEL CELL」
　いすゞ自動車と
本田技研工業㈱が
令和２年に共同研
究契約を締結して
以来、両社の技術
や知見を注ぎ、開
発してきた燃料電
池（FC）大型トラ
ックで、今回が初
の一般公開。
　都市間輸送の代
表車型である「低
軸４軸８×４」を
採用し、航続距離
は800km以上と、
大型トラックとしての実用
性とゼロエミッションを両
立。また、水素を用いる燃
料電池車（FCEV）ならで
はのエネルギー容量の大き
さを生かし、災害時等にお
ける「移動式電源」として
の活用を想定した外部給電
機能も備えた。
　今年度中にモニター車を
使った公道実証実験を開始
し、令和９年をめどに量産車両の市場投入を予定している。

●「Quon GW 6 × 4」
　UD トラック
スが 13 年ぶり
に再投入した新
型トラクター。
エンジンは連結
車 両 総 重 量 60
ｔ 以 上 を 確 保
するため、最大
530ps（馬力）
のバリエーショ
ンを設定。パワ
フルでありなが
ら省燃費となっ
ている。また、
専用 12 段電子
制御式オートマチックトランスミッション「ESCOT- Ⅶ」と運転支援機
能「UD アクティブステアリング」による高い運転性能、国産車で唯一
採用されている総輪ディスクブレーキなどによる制動力、さらに快適な
居住性を備えた、人にも積み荷にも優しいトラックとなっている。

●「Quester GWE 6 × 4」
　欧州連合が定める排
出ガス規制「ユーロ
５」に準拠した、新興
国専用の大型けん引
車。新興国における工
業化と経済成長に伴
い、各国で大気汚染が
深刻化する中、環境負
荷低減を念頭に、尿素
選択還元型触媒システ
ム（SCR）技術を搭載
している。

●「ELFEV」・「ELFmio」
　「ELFEV」は、小型トラック「エルフ」シリーズのフルモデルチェン
ジに合わせ、いすゞ初の量産バッテリ式電気自動車（BEV）として登場。
「ELFmio」は、普通自動車免許で運転できる小型トラックで、乗用車
のような運転感覚と軽快な乗り心地で、老若男女を問わず運転しやすく
なっている。

　三菱ふそうトラック・バス㈱は、ブランドスローガンである
「Future Together」の下、「共に未来を創り上げる」という想い
をブースで表現。サステナブルな社会の実現に貢献する製品やサ
ービスを紹介した。

●「スーパーグレート」新型モデル
　平成 29 年から６
年ぶりにフルモデル
チェンジ。燃費性能
を向上した新型６Ｒ
30 エンジン（12.8
ℓ） を 搭 載 し た ほ
か、キャブデザイン
の改良により空気抵
抗を改善し、燃費性
能を向上。キャブデ
ザインには、同社の
ブランドアイデンテ
ィティである「ふそ
うブラックベルトデ
ザイン」を新たに採
用した。また、衝突
被害軽減ブレーキ
「アクティブ・ブレ
ーキ・アシスト６」
や、 自 転 車 や 歩 行
者、車両との衝突を
防ぐ「アクティブ・
サイドガード・アシ
スト 2.0」など、ダ
イムラートラック・グループで最新となる先進安全装置を新規搭載し、大
型トラックに求められる高度な安全性にも対応した。

●「eCanter」新型モデル
　今年３月に国内で発売した電気小型トラック「eCanter」に、動力取
り出し装置（ePTO）を搭載したことで、架装バリエーションを拡大。
新たに架装バリエーションに加わったダンプ車両とごみ収集車（塵芥
車）の実車を展示した。

●「日野デュトロ Z EV」
　物流現場におけ
る使い勝手とカー
ボンフリーを高次
元で両立する、超
低床・前輪駆動小
型トラック。ラス
トワンマイルに最
適化した、新開発
の BEV 専用シャシ
による超低床構造
を採用したほか、
普通免許で運転可
能なコンパクトな
車体ながら必要な
荷室・荷台空間を確保し、主に市街地での宅配便輸送に最適なつくりと
なっている。今回は、荷室に直接移動可能なウォークスルーバン（写真）
と、アルミバンを展示した。

●「日野プロフィア Z FCV プロトタイプ」
　トヨタ自動車㈱と日
野自動車の共同開発に
より、実用化に向けた
取り組みを推進してい
る燃料電池大型トラッ
ク。ディーゼルエンジ
ン、トランスミッショ
ン、駆動軸などを外し
て、トヨタ FC システ
ム、高圧水素タンク、
高 電 圧 バ ッ テ リ ー、
e アスクル（電気モーター付き駆動軸）などを搭載した。航続距離は約
600km を目標としている。

　日野自動車㈱では、物流における「2024 年問題」など社会課
題の解決に貢献する製品・技術・ソリューションを、実車や動画、
パネルで展示。トータルサポートと製品の「総合品質」でユーザ
ーや社会に貢献していく姿勢を明確にした。

稼働率の飛躍的向上を目指して稼働率の飛躍的向上を目指して
電気トラックの「バッテリー交換」電気トラックの「バッテリー交換」

ピックアップ！

　電気トラックには様々なメリットがある一方、「充電時間が長い」などの
課題もある。トラックメーカー各社では、充電済みのバッテリーと素早く
交換することで、トラックの稼働率を高めるための取り組みを進めている。
　三菱ふそうトラック・バスは、「eCanter」バッテリー交換式モデル・交
換ステーションを公開。トラックがバッテリー交換ステーションに入庫す
ると、ロボットが自動でバッテリーを交換。米国 Ample 社との共同実証で
は、５分でのバッテリー交換完了を目標にしているという。
　また、いすゞ自動車はバッテリー交換式ソリューション「EVision Cycle 
Concept」を世界初公開。待機時間の大幅な短縮化だけではなく、トラッ
ク間でのバッテリーシェアによる資源の有効活用など、様々な社会課題の
解決が期待できるとしている。

いすゞ自動車

UD トラックス

トラックメーカー各社が物流の新時代を担う最新鋭トラックを展示トラックメーカー各社が物流の新時代を担う最新鋭トラックを展示
「JAPAN MOBILITY SHOW 2023」特集
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国23か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国23か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。
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名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❹ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❺ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❻ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❼ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❽ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

❾ 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 35

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。
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▼
東
海
道
新

幹
線
の
車
内

販
売
が
︑
今

年
10
月
31
日

で
終
了
し
ま
し
た
︒
学
生
時
代
︑
車
内

販
売
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
応
募
し
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
︒
旧
国
鉄
の
車
内
販

売
等
を
扱
う
﹁
日
本
食
堂
﹂
の
採
用
受

付
に
は
︑
当
時
︑
長
蛇
の
列
が
で
き
て

い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
︒
残
念
な
が
ら

そ
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
は
縁
が
な
く
︑
信

州
蓼
科
の
老
舗
ホ
テ
ル
に
住
み
込
み
で

７
週
間
ほ
ど
働
き
︑
人
生
に
関
わ
る
得

難
い
経
験
を
し
ま
し
た
︒
▼
振
り
返
る

と
︑
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
３
月
11

日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
︑
東
海
道
・
山
陽

新
幹
線
の
食
堂
車
が
廃
止
さ
れ
ま
し

た
︒
利
用
客
増
に
伴
い
食
堂
車
を
廃
止

し
︑
旅
客
車
両
へ
の
転
換
と
は
寂
し
い

流
れ
で
す
︒
16
両
編
成
の
８
号
車
に
食

堂
車
が
連
結
さ
れ
︑﹁
走
る
レ
ス
ト
ラ

ン
﹂
の
中
で
の
食
事
は
︑
私
も
一
度
だ

け
利
用
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒
非
日

常
的
な
感
覚
を
味
わ
い
︑
貴
重
な
体
験

を
し
ま
し
た
︒
時
を
経
て
︑
新
幹
線
の

形
状
が
ど
ん
ど
ん
変
化
し
︑
前
の
座
席

と
の
間
隔
が
広
く
な
り
︑
普
通
車
も
快

適
な
空
間
に
な
り
ま
し
た
︒
出
張
の
帰

り
に
車
内
販
売
の
キ
ン
キ
ン
に
冷
え
た

ス
ジ
ャ
ー
タ
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食

べ
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
︒
▼
私
の
初

め
て
の
出
張
先
は
︑
東
北
の
宮
城
県
で

し
た
︒
当
時
は
ま
だ
東
北
新
幹
線
は
開

業
し
て
お
ら
ず
︑
在
来
線
特
急
﹁
や
ま

び
こ
﹂
で
︑
上
野
駅
か
ら
仙
台
駅
ま
で

何
と
３
時
間
56
分
か
か
り
ま
し
た
︒
上

野
駅
で
購
入
し
た
駅
弁
と
お
茶
を
︑
時

間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
味
わ
い
ま
し

た
︒
現
在
は
新
幹
線
﹁
は
や
ぶ
さ
﹂
で
︑

上
野
駅
か
ら
仙
台
駅
ま
で
１
時
間
25
分

と
︑
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
︒
鉄
道
の

ス
ピ
ー
ド
化
が
進
み
便
利
に
な
る
一
方

で
︑
旅
の
情
緒
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
︒
窓
外
に
広
が
る
豊
か
な
景
色
が
︑

記
憶
さ
れ
る
間
も
な
く
瞬
時
に
消
え
て

ゆ
く
印
象
で
す
︒
▼
﹃
世
界
の
車
窓
か

ら
﹄
と
い
う
テ
レ
ビ
朝
日
系
列
の
人
気

番
組
が
あ
り
ま
す
︒
ナ
レ
ー
タ
ー
の
石

丸
謙
二
郎
氏
の
落
ち
着
い
た
深
み
の
あ

る
声
と
と
も
に
︑
世
界
の
鉄
道
を
紹
介

す
る
わ
ず
か
５
分
間
の
放
送
時
間
な
が

ら
も
︑
じ
つ
に
秀
逸
な
番
組
で
す
︒
鉄

道
の
沿
線
に
は
︑
豊
か
な
地
域
も
貧
し

い
地
域
も
あ
り
︑
そ
こ
を
走
る
鉄
道
を

取
り
巻
く
環
境
は
︑
す
べ
て
が
平
穏
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑﹁
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
根
付
く
人
々
の
﹃
生
き
る
源
﹄﹂
は
︑

逞
し
く
︑
感
動
的
で
す
ら
あ
り
ま
す
︒

▼
先
日
︑
数
量
限
定
で
発
売
中
の
﹁
上

野
駅
開
業
１
４
０
周
年
記
念　

沿
線
に

ぎ
わ
い
弁
当
﹂
を
購
入
し
ま
し
た
︒
掛

け
紙
の
表
に
は
上
野
駅
の
懐
か
し
い
駅

舎
の
写
真
が
︑
裏
に
は
上
野
駅
の
年
表

が
記
さ
れ
︑
掛
け
紙
も
具
材
も
上
野
駅

勤
務
の
社
員
が
考
案
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

弁
当
に
は
︑
厳
選
さ
れ
た
具
材
が
ぎ
っ

し
り
と
詰
ま
っ
て
い
ま
す
︒
掛
け
紙
を

は
ず
す
と
︑
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の

は
彩
り
鮮
や
か
な
具
材
の
数
々
で
︑
そ

れ
は
郷
愁
を
誘
い
︑
人
を
旅
へ
と
駆
り

立
て
る
に
十
分
な
内
容
で
し
た
︒私
も
︑

お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
︑﹁
自
由
気
ま
ま

な
旅
﹂
に
出
た
く
な
り
ま
し
た
！

	

（
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『大型トラックの追突事故』『大型トラックの追突事故』

▪事故の概要

　大型トラックが中央自動車道の第１通行帯を走行中、渋滞で停止中の車列に追突したことによ
り、計５台の車両が関係する多重追突事故が発生。この事故により車列最後尾の乗用車の運転
者および同乗者の計２人が死亡し、同乗者１人が重傷、その他車両の運転者２人が軽傷を負った。

▪事故の原因

　事故は、大型トラックの運転者が見通しのよい下り坂の緩やかな左カーブの道路を約75km/h
で走行中、前方不注意の状態で運転を継続したため、渋滞で停止中の車列に気付くのが遅れ、
急ブレーキをかけるも間に合わず、追突したことで起きたものと推定される。
　同運転者は、家庭の事情による悩みごとから、事故の約２か月前から心理的ストレスを抱えて
おり、比較的道路が空いていたことから、考え事をしながら運転を継続していたため、漫然運転
の状態となった。
　事業者においては、早朝・深夜に運行管理者等が不在となる時間帯があり、その時間帯は各
運転者が携帯電話でメッセージを送信することにより点呼の代わりとしていた。運行計画につい
ては、運行途中での変更を運転者任せにしており、同運転者は事故当日の運行において、自ら
の判断で運行計画で予定していた地点で休憩を取らず、先を急ぎ、運行を続けていた。
　また、同運転者の事故日前１か月間の勤務において、拘束時間等の超過および休息期間の不
足が多数確認され、運転以外に荷役作業も行っていた。このように、事業者においては、同運
転者の疲労の状況把握や必要な運行指示がされておらず、拘束時間等も超過する等運転管理が
不適切であったことが本事故の背景にあった可能性が考えられる。

▪再発防止策

○適切な運行管理
・運行の安全を確認する点呼は原則対面で確実に実施。
・改善基準告示を遵守した乗務割および運行計画を作成し、変更を運転者任せにしない。
○適切な指導監督
・考え事や疲労の蓄積は運転に対する集中力の低下となり、事故に直結することを理解させる。
・風通しの良い職場環境の醸成と、運転者に対する積極的なストレスマネージメントの支援。

File11

発生日時：令和３年７月 14日　21時 22分頃
発生場所：山梨県甲州市

国交省「事業用自動車事故調査報告書」から
事業用トラックの交通事故要因分析と再発防止策

第９回

　ここでは、国土交通省「事業用自動車事故調査委員会」が９月 29日に公表した事故調査報
告書から、事業用トラックが関係する交通事故について、その概要や原因分析結果などを抜粋
して紹介する。なお、同報告書の詳細は、国交省ホームページ（二次元コード）に掲載されて
いる。
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国
土
交
通
省
で
は
︑
今
年

７
月
の
﹁
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
﹂

創
設
以
降
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
へ
の
積
極
的
な
情
報

収
集
の
ほ
か
︑
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
に
基
づ
く
﹁
働

き
か
け
﹂
な
ど
を
全
国
で
実

施
し
て
い
る
が
︑
今
年
９
月

か
ら
10
月
に
か
け
て
実
施
し

た
全
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

を
対
象
に
し
た
調
査
で
は
︑

長
時
間
の
荷
待
ち
や
運
賃
・

料
金
の
不
当
な
据
置
き
な
ど

を
強
い
る
荷
主
等
の
情
報
が

多
数
寄
せ
ら
れ
た
︒
同
省
で

は
︑こ
れ
ら
の
情
報
を
基
に
︑

11
・
12
月
を
﹁
集
中
監
視
月

間
﹂
と
位
置
付
け
︑
悪
質
な

荷
主
等
に
対
し
て
︑﹁
要
請
﹂︑

﹁
勧
告
・
公
表
﹂を
実
施
し
︑

監
視
を
強
化
し
て
い
く
︒

　

集
中
監
視
月
間
に
お
け
る

取
り
組
み
で
は
︑
悪
質
な
荷

主
等
の
監
視
強
化
と
し
て
︑

全
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
を

対
象
に
し
た
調
査
結
果
や
こ

れ
ま
で
入
手
し
た
情
報
を
基

に
︑悪
質
な
荷
主
等
に
対
し
︑

﹁
要
請
﹂︑﹁
勧
告
・
公
表
﹂

を
行
い
︑
早
急
な
是
正
を
促

し
て
い
く
︒

　

ま
た
︑
厚
生
労
働
省
の
荷

主
特
別
対
策
担
当
官
や
中
小

企
業
庁
の
下
請
Ｇ
メ
ン
等
と

連
携
し
︑
荷
主
や
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
へ
の
合
同
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
実
施
す
る
︒

　

さ
ら
に
︑こ
れ
ま
で
の
﹁
要

請
﹂
事
例
を
示
し
つ
つ
︑
プ

ッ
シ
ュ
型
情
報
収
集
を
実
施

し
︑
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
や
労
働
組
合
︑
地
方

適
正
化
事
業
実
施
機
関
か
ら

の
悪
質
な
荷
主
等
に
係
る
情

報
収
集
を
強
化
し
て
い
く
︒

　

な
お
︑
今
年
10
月
末
時
点

の
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
の
活
動

実
績
で
は
︑
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
附
則
に
基
づ
く

﹁
働
き
か
け
﹂を
２
５
１
件
︑

﹁
要
請
﹂
を
10
件
実
施
︒
こ

の
う
ち
︑
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン

発
足
後
（
今
年
７
月
21
日
か

ら
）の
累
積
実
績
件
数
は﹁
働

き
か
け
﹂１
６
６
件
︑﹁
要
請
﹂

６
件
と
な
り
︑
月
当
た
り
の

平
均
実
施
件
数
は
︑
発
足
前

の
１
・
８
件
か
ら
57
件
へ
と

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
︵
図
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国
交
省
で
は
今
年
10
月
以

降
︑
荷
主
企
業
へ
の
監
視
を

一
層
強
化
し
て
お
り
︑
今
年

11
・
12
月
は
﹁
集
中
監
視
月

間
﹂
と
し
て
︑
さ
ら
に
監
視

体
制
を
強
化
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
︵
図
２
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①
荷
主
に
対
す
る
関
係
行
政

機
関
と
の
合
同
ヒ
ア
リ
ン
グ

︵
10
月
~
︶

　

10
月
か
ら
︑
国
交
省
と
厚

労
省
の
﹁
荷
主
特
別
対
策
担

当
官
﹂
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
行
政
機
関
の
地
方
実
施
機

関（
経
済
産
業
局
︑農
政
局
︑

労
働
局
）
と
連
携
し
︑
荷
主

企
業
に
対
し
て
︑
合
同
で
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
︒

②
﹁
集
中
監
視
月
間
﹂
の
実

施
︵
11
・
12
月
︶

　

国
交
省
で
は
現
在
︑
全
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
対
し
︑

荷
主
企
業
等
に
よ
る
違
反
原

因
行
為
の
実
態
を
把
握
す
る

た
め
の
調
査
を
実
施
し
て
い

る
︒
こ
れ
ま
で
に
﹁
ト
ラ
ッ

ク
Ｇ
メ
ン
﹂
が
収
集
し
た
情

報
や
調
査
結
果
等
を
照
ら
し

合
わ
せ
︑
11
・
12
月
を
﹁
集

中
監
視
月
間
﹂と
位
置
付
け
︑

悪
質
な
荷
主
企
業
等
に
対
し

て
︑
そ
の
状
況
に
応
じ
︑
法

に
基
づ
く
﹁
働
き
か
け
﹂︑﹁
要

請
﹂︑﹁
勧
告
・
公
表
﹂
と
い

っ
た
措
置
を
講
じ
て
い
く
︒

　

国
交
省
で
は
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
に
対
し
て
︑
適
正

な
取
引
を
阻
害
す
る
疑
い
の

あ
る
荷
主
企
業
等
に
関
す
る

情
報
の
提
供

を
呼
び
か
け

て
い
る
︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶︒

　

国
土
交
通
省
近
畿
運
輸
局
大
阪
運

輸
支
局
お
よ
び
同
京
都
運
輸
支
局
な

ら
び
に
同
兵
庫
陸
運
部
は
10
月
31

日
︑大
阪
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
Ｔ

Ｓ
）
福
祉
施
設
前
に
お
い
て
︑﹁
ト
ラ

ッ
ク
Ｇ
メ
ン
﹂
制
度
の
周
知
活
動
を

行
っ
た
︒

　

こ
の
度
の
周
知
活
動
は
︑﹁
集
中

監
視
月
間
﹂︵
関
連
記
事
別
掲
︶
開

始
を
前
に
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
﹂
制

度
に
つ
い
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

へ
周
知
す
る
目
的
で
行
わ
れ
た
も
の
︒

近
畿
運
輸
局
︑
大
阪
運
輸
支
局
︑
京

都
運
輸
支
局
︑
兵
庫
陸
運
部
か
ら
７

人
の
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
が
参
加
し
︑

大
阪
Ｔ
Ｓ
を
利
用
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
に
声
掛
け
し
︑
同
制
度
を

紹
介
す
る
チ
ラ
シ
を
直
接
手
渡
し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
は
︑
Ｔ
Ｓ
の
食

堂
や
休
憩
室
が
あ
る
福
祉
施
設
入
口

に
待
機
し
︑
施
設
利
用
の
た
め
に
出

入
り
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に

声
を
掛
け
︑
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
制
度

の
趣
旨
や
内
容
な
ど
を
説
明
す
る
と

と
も
に
︑チ
ラ
シ
を
手
渡
し
た
︒ま
た
︑

声
を
掛
け
た
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
中
で
も
了
解
を
得
ら
れ
た
ド
ラ
イ

バ
ー
に
は
︑
当
日
の
運
行
経
路
や
積

載
貨
物
内
容
な
ど
に
つ
い
て
運
送
業

務
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
と
同
時
に
︑

﹁
荷
待
ち
時
間
は
長
く
な
い
で
す

か
﹂︑﹁
契
約
に
な
い
荷
役
作
業
な
ど

は
な
い
で
す
か
﹂
な
ど
実
態
を
聞
い

た
︒
チ
ラ
シ
の
表
面
で
は
制
度
内
容

を
簡
単
に
説
明
︑
ま
た
裏
面
で
は
︑

日
々
の
運
送
業
務
で
の
困
り
ご
と
な

ど
を
記
入
し
︑
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
運
輸
支
局

に
送
信
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て

お
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
ら
は
ド
ラ

イ
バ
ー
に
対
し
︑﹁
会
社
に
帰
っ
た
ら
︑

社
長
︑
管
理
者
や
運
行
管
理
者
に
こ

の
チ
ラ
シ
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
﹂
と

伝
え
︑
積
極
的
に
同
制
度
に
つ
い
て

の
周
知
と
︑情
報
収
集
に
努
め
て
い
た
︒

トラックドライバー（右）にチラシを配布し制度について
周知する「トラックＧメン」（10月31日、大阪ＴＳ）

トラックGメン　悪質荷主への監視体制をさらに強化

11・12月は「集中監視月間」11・12月は「集中監視月間」
荷
主
に
よ
る
違
反
原
因
行
為
に
対
す
る
「
要
請
」
、「
勧
告
・
公
表
」
を
集
中
実
施


